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第一章 緒 言

肺 「アテ レクター ゼ」ナル概 念ノ・、病理解剖學上

ニハ既 二古 クヨリ識 ラレテヰ タモ ノデアル ガ、

臨抹的 二掲立 シター ツノ疾患 トシテ認 メラ レタ

ノハ、1890年London/WilliamPasteur

ガ「ヂ フテ リー」後 二登生 セル特有 ナ ル肺合併症

トシテ多撒例 テ報 告 シ之 テ 急性廣汎性 肺虚脱

(acutemassiveLungenkollaps)ト 記 載 シテ以

來 デ アツテ、 コノモ ノノ・世界大戦 當時 ヨリ屡 ㌃

手 術後或 ハ外傷後 二急性 二磁症 スル所 謂術後 肺

虚 脆或 ハ外傷性肺 「アテ レクター ゼ」トシテ主 二

外科醤 ニ ヨリ注意 セ ラレテ來 タモ ノデ アルガ、

内科殊 二肺結核臨休 二於 テ論 議 サ レル様 ニナ ッ

タノハ比較的最近 ノコ トデ アル。

即 チ1921年Denver/HenrySewallガ ソ ノ

肺結核 二於 ケル 研究 ニヨ リ、肺 「アテ レクター

ぜ」ハ内科 的疾 患 二於 テモ 急性若 クハ 慢 性 二砂

カラズ存在スルモノナ ルコ トラ識 リ、筍 モ胸部診

察 ノ際 ニハ常 二必 ズ「アテ レクター ぜ」ナル観念

テ忘 レテノ・ナ ラナィーThinkatelectasis!一 ト

提唱 シ、 爾來 主 トシテ アメリカ學 派 ニ ヨリ績 々

慢性肺結核 二合併 セル肺 「アテ レクター ゼ」ノ臨

休知 見 ガ報 告 セ ラレ、近年 漸 ク ドイツ及 ビ我國

二於 テモ亦 之 二留意 スルニ至 ツタ。

殊 二1928年 ア メ リカノP.N.Coryllosu.G.

L.Birnbaumノ 、ソノ該博 ナル臨休経験 ニ ヨリ、

肺 「アテ レクター ゼ」ハ肺結核 ノ毎常 必登 的 ナル

現 象 デ アル ト唱道 シタガ、今 ヤ肺結核 二於 ケル

「アテ レクター ぜ」ノ研究 へ .ソ ノ経過 中 二偶 々
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第1表 氣管枝閉鎮性「アテVク ターゼ」肺 ノ實験的研究

獲表年次 研 究 者 氏 名1實 糊 物

1845

1846 糠 　㎞}
?

1879 Lichtheim 鼠

1912 Hess ?

1912 Bruns 家兎

1923 Nissen 犬家兎猫

1928 Coryllosu.Birnbaum 犬

1930 vanAllen 犬

1932 Adamsu.Vorwald
●

犬

31933 Bezza 家兎

1934 Wolfe,Wangu.vanAllen ?

1935 堂森(金 澤署大、谷野内科) ?

1935 武田(阪大、小澤外科) 家兎

1935 河端(大阪市立刀根山病院) 家兎

1936 小 田(岡大、石山外科) 家兎

1937 井爪(同 上) 家兎
●

1937 Weinberg 家兎
」

氣管枝閉鎮術式

弾 丸、紙 、「ア ラ ビヤ ゴム」ニ
ヨル 栓 塞

研 究 項 目

1血 液 循 環
、 血 液 「が ス」「ラ ミナ リヤ」栓 塞

「ゴム磯 塞1血 液「がス」測定

雛 蕃購1形 翻 研究
「ゴム」球描入膨脹ニヨル栓形態學的研究實験的肺炎形

塞 成

氣管枝澆灼(失 敗)

35%硝 酸銀腐蝕 結核菌感染

開胸氣管枝結紮 結核菌感染

「ゴム」輪氣管枝結紮(下 葉)'

開胸結紮(入 田氏法)

肋膜外圭氣管枝結紮

家兎 隔 踵 子栓塞

武田氏肋膜外結紮法

鉛丸栓塞

硝子球栓塞

遭遇 スルー合併 症 トシテノ興 味 ノ ミニ止 ラズ、

肺結核 ノ病理拉 二治療 二封 スル基礎 的理解 テ新

シキ角度 ヨリ關明 セ ン トスルー分野 トナツテ來

タ。

扱斯 ノ如 クシテ、肺 「アテ レクター ゼ」ノ臨躰的

症候蚊 二診断及 ピソノ叢 生機 轄等 二就 テハ既 二

種 々研究 セ ラレ、今 日一定 ノ見解 二到達 シタガ、

ソノ病理解剖學的拉 二病理 組織學 的知見 二關 ス

ル報 告 ハ未 ダ多 カ ラズ且 ソノ記載 モ必 ズ シモ學

者 ノ間 二・一致 ラ見 テヰナ イ。

之 ノ・一般 二、肺 「アテ レクター ゼ」ガ、入膿 二於

テ剖検 サ レル機 會比較的勘 久 偶 々之 テ得 ル モ

看過 サ レタル場合多 ク、或 ノ・他 ノ疾患 ヲ合併 ス

ル カ若 クハ既 二陳蕉性 トナ ツテ居 テ、 ソノ病慶

ガ本來 ノ所 見二比較 シテ甚 ダ複雑 トナ ツテヰル

e

タメア アル。

從 ツテ、軍純 ナル肺 「アテ レクター ゼ」ノ研究 ハ、

勢 ヒ動物 實験 二依 ラナ ケ レバ ナ ラナ イ ノデ ァル

ガ、 從來 ハ ソ ノ方法宜 シキテ得 ザ ルタ メ梢 ≧誤

謬 ラ免 レル コ トガ出來 ナ カツタ。

血液「がス」測定

形態學的蛇二機能的研究、

化膿菌感染

形態學的研究蛇二結核菌感
染

葡萄状球菌、肺炎菌感染

實験的氣管枝搬張症

今文献 ニ ヨリ、今 日マデ實験 的 二氣管枝 テ閉鎖

シ種 々観察 テ試 ミタモ ノテ列 記 ス レバ第1表 ト

ナル。

即 チ准來諸家 ノ探 リタル氣管枝 閉鎖 ノ術式 ノ・大

男騒スノレト、

1)異 物 ニヨル氣 管枝栓塞法

2>藥 物其他 一 ヨル氣 管枝 内膜腐蝕 法

3)氣 管枝結紮 法

ノ3ツ トナル。

然 シ乍 ラ前二者 二於 テノ・、 ソノ数果 ノ不確 實 タ

ルテ免 レズ。且細菌感染 若 クハ異常刺戟 ニ ヨル

炎症 性攣化 ノ誘登 テ來 ス等 ノ鋏黙 ガアル。之 一

封 シ第三 ノ氣管枝結紮法 ノ・、最 モ確實 デハ アル

ガ、 凡 テ在來 ノ如 ク胸腔 ラ開 イテ氣 管枝 ラ塵 置

スル方 法 ハ、肋膜 ノ機械 的侵襲 ニ ヨル影響 ガ胸

壁肋膜 及 ビ肺 肋膜 二及 ブコ トラ避 ヶル コ トガ出

來 ナ ィ。 コ ノ黒占ガ輩純 ナル 「アテ レクター ぜ」ノ

観察 二大 ナル支障 ラ齎 シテヰタ コ トハ今 日マ デ

鹸 リ顧慮 サ レテヰナカ ツタ。

弦 二阪大小澤外科教 室武 田義 章博士ノ・、何等肋
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膜 二燭 レル ゴ トナ ク任意 ノ氣管枝 テ任意 ノ呼吸

相 二於 テ確實 且容 易二結紮 スルー新術式 ラ創案

登 表 シタ。 即 チ本法ハ家兎 二就 テ何等麻醇 テ施

スコ トナ ク胸骨 ノ頸部突 出部(Proc.jugularis)

テ鋏 断 シ、頸部 ヨリ縦 隔賓 内二進 ミ、胸腔 テ開

クコ トナ ク、氣管分 岐部 二達 シ、任意 ノ主氣管

枝 ヲ縫合統 テ以 テ結紮 スルモ ノニ シテ、本術式

バー側肺 テ急速 二完全 ナル 廣汎性 「アテ レクタ

ー ゼ」二陥 ラシメ得 ルモ ノニ シテ
、輩純 ナル 肺

「アテ レクター ビ」ノ研究 上極 メテ優 秀 ナル方法

ト云 フベキテ アル。

著者 ハ肺 「アテ レクター ゼ」ガ肺結核 二及 ボ ス=影

響 二關 スル實験 的研 究 テ企 ツルニ當 リ、先 ヅ封

照豫備試験 トシテ、 上記武 田氏法 二依 リ、健常

家 兎一側 主氣管枝 テ肋膜外 二於 テ結紮 シ、術後

短時 間 戸 リ1ケ 月 二亙 リ、 雨側肺臓 ノ蒙 ル圭 ト

シテ病理解剖學 的拉 二病理組織學 的攣化 デ追究

観察 シ、一定 ノ所見 テ得 タル ラ以 テ弦 二報 告 シ、

氣管枝 閉鎖性 「アテ レクター ゼ」肺 ノ形態學的知

見 二就 テ聯 力考察 ラ試 ミヤウ ト思 フ。

第二章 實験方法

健常成熟家 兎50頭 テ10群(各 群卒均5頭)二 分

チ、武 田氏法 ニ ヨ リ左側圭氣管枝(便 宜上各實験

ラ通 ジ結紮 ハ常 二左側 トス)テ 呼氣 相 ノ終末時

二於 テ 結紮 シ、 術 後短時間(1,2,3,4及 ビ6時

間)及 ビ逐 日的(1,2,3,4,5,7,10,14及 ビ30日)

二屠殺剖検 ス。

即チ動物 ハ相 當 日時、延髄酒精 注射 ニ ヨリ即死

セシメ、背臥位 二於 ケル雨側胸 廓 ノ外形 テ比較

シテ後 、先 ヅ前頸部 テ開 キKocher氏 止 血鉗子

ラ以 テ氣管 テ挾 ミ置 キ、肋 軟骨 テ切断 シテ胸腔

テ開 キ、 心臓及 ピ肺臓 ノ位 置 テ観察 ス。次 デ氣

管 テ止血鉗子 デ挾 ミタル儘胸部臓 器 テ摘出 ス。

肺臓 ノ・容積測定 、肉眼的観察 ノ後 、Formalin

固 定 テ施 シ、雨側肺 下葉 ノ略 ≧中央部横 断面 二

於 ケル組織標 本 テ作成 シ、 染色検鏡 ス。

(5μParaMn切 片 、染色法 且5matoxylin-Eosin

重 染 色、Weigert氏 暉 力繊維染色法、vanGieson

氏 結 締織繊維染 色法)

尚 實験動物 ノー部 二於 テ生前 「レ ントゲ ン」撮影

ニ ヨツテ胸部所 見 ラ観察 シタ.

見所

績

臓

成

心

験

二

實

拉廓

章

胸

三第

節一第

第一 項 一般 状態

一側 圭氣管枝結紮 デ蒙 リタル被施術家 兎ハ
、 結

紮 直後一過 性 ノ輕 キ 呼吸促迫 テ示 スモ ノアル

モ、大 多激 ノ・殆 ン ド認 ムベ キ症状 ラ示 サズ。

第二項 胸廓遊 二胸腔

一般 二各時期 テ通 ジ、胸 廓 ノ異常 ラ呈 スルモ ノ

ノ・稀 ナルモ、 氣 管枝 結紮第5日 群3例(第5 ,9,

15號)第7群1例(第3號)合 計4例 二於 テ、雨側

ノ均整甚 シク不 等 ナルモ ノテ登 見 シタ。

即 チ各例 ノ所 見 ヨクー致 シ、施術側 ナル左肋骨

弓 ハ著 シク内上方 二基上 セ ラレ、 胸骨 ノ骨端 ハ

内方 二翻韓 シ、肋 間腔狭隆 陥浸 シ、施術側胸 廓

ノ・全膿 トシテ著 シク短縮 テ示 ス。但 シコノ攣化

ハ胸廓 テ開 ク ト同時 二殆 ンド正常 二復 シタ。

胸腔 内ハ、各 時期 テ通 ジー般 二室虚 ナルモ、結

紮 第7日 群 中、胸廓 ノ短縮 著明 ナ ラザル他 ノ2

例(第6,12號)二 於 テ 少量(約2c.c.至)ノ 淡黄色

透 明液 ノ瀦溜 スル ノテ見 タ.

肋 膜雨板 ノ・、 一般 二滑澤鏡 様 ニ シテ、何 レノ時

期 ニモ繊維 素性苔、 若 クノ、結締織性纒縷 等 ラ認

メナ カツタ。

'第 三項 心臓

ソノ位置著 シク施術側 二偏 シ、大 サ梢 く大 ニ シ

テ、毎常右 心室 ノ櫨張 ラ示 シ、心尖 ノ・左室 ヨ リ
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成ル。時 二心嚢液 ノ檜加 スルモノアリ。

第四項 胸部 「レントゲン」所見

(附囲1.皿)

生前偶k左 側圭氣管枝結紮後第7日 二於 テ 「レ

ン トゲ ン」像 テ観察 シ得 タ1例(第3號)一 就 テ

見 レバ、施術側(左)横 隔膜 ノ・著 シク基上、同肋

間腔モ梢 ≧狭小 ノ感 アリテ、同側胸腔ハ著 シク

縮小サル。縦隔賓部陰影ノ・、全 ク正常 ノ位置テ

離 レ強 ク結紮側 二牽引 セラレ、同側胸壁 ニアル

濃厚均等性陰影 二移行 ス。更 二同側 内方下野ハ、

正 中線、横隔膜及 ピ心臓部陰影 トノ間二略 、三

角形 ノ明澄ナル部分 ラ残 シ、ソ ノ上縁(心臓部陰

影下縁)ノ・下方二向ヒ凸面 テ示 ス。恐 ラク後述 ス

ル所 ノ反封側 ヨリ肥大介入セル縦隔寳葉 二相當

スル部分 ト考ヘ ラル。

之 二反 シ、非結紮側(右)肺 野ノ・、一般 二明澄ニ

シテ、特ニソノ側下野二於テ著明デアル。同側

横隔膜 ノ・著 シク低下テ示 シ、肋間腔梢 鷲廣張 ノ

感 ガアル。

第二節 圭氣管枝結紮肺所見

第一項 肉眼的所見

主氣管枝結紮後、施術側肺 ノ・、 肉眼的 二何 レモ

既 二1時 間 ニ シテ牧縮 ヲ示 シ、 胸腔 内深 ク背 上

部 二後退 ス。

容積 著 シク縮小、各肺葉 ノ・全禮 トシテZF等 二縮

小 シ、 表面ZF滑 、暗赤 色 テ呈 シ、結 紮早期 ニノ・

所 々二小出血貼 テ示 スモ ノアリ。全 ク實質性 ニ

シテ脾臓檬 ノ硬度 及 ピ外観 ヲ呈 ス。

割面ノ・、全 ク含氣性 テ鋏 キ、 之 テ座 スルモ泡沫

ラ洩 サ ズ、水 中 二投 ズ レバ沈 降 ス。圭氣管枝 ノ・

高度 二狭縮 シ、大部 分 ノ・全 ク分泌物 テ瀦溜 セズ、

内極 メテ少撒例 二於 テ、僅 カニ分泌物 テ容 ル ・

モ ノヲ見 ル。

結紮後 、 日ラ経過 スル ニ從 ヒ.結 紮 肺 ノ牧縮 ハ

更 二著 明 トナ リ、 ソ ノ大 サノ・多 クノ・正常肺吸氣

時 ノ1/3一/4=及 バ ズ。表面 二膿 テ生 ジ、一般

二血 量 二乏 シクナル。(最 小容積3.0×2.0×0.5

cm)

又 之 等 ト梢 胤趣 テ異 ニ セルモ ノニテ、 同 ジク無

氣性 デアル ガ、 肺容積牧縮 ノ著 明ナ ラザルモ ノ

ガ アル。 而 モ之 ニノ・、膨血著 明ニ シテ表面及 ビ

割面 二於 テ梢 ≧大 ナル 出血竈 テ散 見 ス ルモ ノ

ト、全膣 水腫 状 テ呈 シ貧血 性ナ ルモ ノ トガ ァル。

弦 二特殊 ナル所 見 トシテ、氣管枝結紮後 第3-5

日頃 ヨリ屡 亙肺臓 表面 二、帯黄 白色、嬰粟粒大

二至 ル小浸潤竈 ノ顎 生 テ認 メル。該浸潤竈 ノ・、

表面 ヨ リ何 等隆起 セズ、厘 ≧相集合 シ廣汎 ナル

部分 二亙 リテ 登生 スル モ 互 二 融合 スル コ トナ

ク、暗赤 色 ナル「アテ レクター ゼ」肺部 ノ表面 ヨ

リ、美麗 ナル小1ク ロー バ」状 、或 ノ・微細 ナル亀

甲状紋理 トシテ透 見 セ ラル。

割面 二於 テノ・、之ノ・圭 トシテ表在性 ノ浸潤 ニ シ

テ、深部 ノ肺實 質 内一ノ・極 メテ微 細 ナル白色樹

枝 状 ノ浸潤竈 ラ有 スル コ トア リ、斯 ル場合梢 ≧

大 ナル氣管枝断 ロ ヨ リノ・常 二白色 「ク リーム」様

物 質 ヲ盗 出 ス。

又極 メテ屡 気同時 二圭 トシテ上葉 ノ先端部全盟

ガ、瀬 性 ノ硬 キ浸潤竈 ト化 スル モ ノア リ。該

浸潤竈 ノ表面 ノ・、比較 的ZF滑 ニテ「アテ レクター

ぜ」肺部 トノ・梢 ㌃明確 二境 セ ラ レ、割面 ハ深部 二

至 ル マデ廣 汎 二浸 潤 テ蒙 ル。梢 ≧乾燥 ノ感 ガア

リ。多激嬰粟粒大 二至 ル極 メテ微 細 ナル小穎粒

ノ集合 ヨ リ成 ルガ、決 シテ組織 ノ軟 化融合 テ認

メナ イ。叉 時 二下葉 ノ縦隔 寳面稜 縁部 二、 同様

浸潤 竈 ガ小硬結 トシテ畿生 スル場合 モ アル。

斯 ノ如 キ肺臓 二於 テノ・、毎常結紮部 以下 ノ氣管

枝 ノ・、 ソノ圭幹部 ヨ リ末梢 二至 ル マデ、高度 二

濃厚 「ク リー ム」様物質 テ充 シ、 ソノ内腔著 明 二

鑛張 テ示 ス。就 中、氣管枝結紮1ケ 月群 二於 テ

ノ・5例 中3例(第382,383,404號)マ デ、結紮側

肺全艦 ガ、高度 ノ定型的嚢状氣管枝籏 張症 ノ所

見 テ呈 スル モ ノテ見 タ。 是等實験 的氣 管枝 憤張
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症 ノ登 生 二關 シテノ・稿 テ改 メテ記載 スル。

上記氣管枝 内瀦 溜物 ノ・、何 レノ場合 二於 テモ、

ソノ性状 一種 特有 ニ シテ、全 ク無 臭、乳 白色濃

厚 ナル 「ク リー ム」状 テ呈 シ梢 ≧粘稠性 テ有 ス。

叉Formalinニ テ固定 スルモ、膠 質性 ニ シテ硬

化 セズ。検鏡拉 二培 養上、全 ク無菌性 ニ シテ、

主 トシテ細胞 成分 ヨリ成 ル。 即 チ極 メテ多数 ノ

第III表a

多核 白血球、大軍核細胞及 ビ少敷 ノ小圓形細胞、

剥離上皮細胞等 ニシテ、多 クハ爾 ヨク核染色力

テ有 スルモ厘 く又攣性セルモ ノラ含 ム。

最後 二氣管枝結紮統結節ノ・、多ク・・分岐部氣管

枝壁外 ニテ結締組織 二包埋サレ、氣管枝 内腔ハ

完全 二癒者閉鎖ヲ示 ス。

第呂項 紬織學的所見

圭氣管枝結紮肺ノ組織學的所見

結

紮

後

経

過

動

物

番

號

所薮

見
型
概

括型

肺 胞 腔 肺 胞 中 隔 肺

静

脈

欝

血

肺

動

脈

充

血

出

血

結

締

織

培

殖

氣 管 枝 肋

膜

肥

厚

牧

縮

浮

腫

細

胞
遊

走

毛
細
管
充
盈

細

胞

浸
潤

萎

縮

牧

縮

壁

寝

潤

細

胞

攣
性

分

泌
瀦

溜

披

張

時
1
360 不全
笹浮 ±}

柵

一

什
『

一

什
一

一一

卦

一 朴
十

(L)
一 柵 十 十 一

一

一

什
一

帯
一

冊

二.

一

_L
l

l

l-

一一

十

一

一

一

一

一

一

一2 359 完全
取縮

一

一 一

十

(M)

十十
十
(L)

一
一

(披張)
十 一 一

3 280

361

-

281

笹血
浮腫 帯 十

(L) ニ

ー

冊 惜 十 一

一

一

一

一

一

一

一

一

一4 完全
取縮 柵

一

±

十

(M)
什

帯
(M)
十
(五)

一

(披張)
十 一

『 一

十

一

柵 一

一

±

十

一

6 不全
笹浮

一 柵 什
(L)

一 珊 十

一

一

一

柵 一

l

t一一1-

」

日
-

302 完全牧
縮
柵 一 十

(M)
十

柵

(L)
十

(M)

一

}一

一

一

一

一

一

(振張)
十 一 一

一

一

一

}

一

一

柵

{

冊

一 一 一

一

一 一

一304

『

305

不全
琶浮
什
一

±
一

一

}

一

一

一

十十 一 十十
十

(M)
什 十

(」孜縮)
一

一

十

一

一

一
一

(剥離)
一

一

一

『

一

一

一一

不全鐙
浮

十十
十

(M)
什
什

(M)
什 一 帯 一 一 一

306 雀血
浮腫
一 一 一

雛血
浮腫

柵
一

柵
一

什

十
(M)
朴

柵
・(L) 柵 一 十十 一 一1-

1

一

1
-

i

一

一

一

301 一 一 十
(L)

一 什 十 柵

柵

一

一

一 一

303 浮腫 一 一 十

(M)
一 一 一 一F「=

一

一

冴

307

-

308

-

309

完全
牧縮

十←

一

ニ
ー

一一

±

一

一

什
一

帯
一

卦

一 什

十

(L)
朴

(M)

一 十 一

1

-1一

ヒ

什

『

帯
一

墨

一

一

一 一一

一

一

一

(剥離)

ii
r引 一

il
雛血
浮腫

什
(M)
柵 粁

(M)
一

『

ニ
ー

柵 一

一

十 =一

一

一 一

一

一 一

二

i

ニ
ー

欝血
浮腫

一 柵 一 柵 十 一

一

十

286 不全
笹浮

一 什
十十

(L)1
什 一 一剛 ± 一 ± 一1-

9

(備考)柵 柵什十±一・・組織學的所見ニヨル比較的 ノ程度ヲ現ス。(柵)(什)(十)(一)・ ・肉眼的所見ニヨル。

(M)ハ 組織球性細胞、(L)ハ 多核白血球 ヲ示ス。
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第ll表b圭 氣管枝結紮肺 ノ組織學的所見

結

紮

後

経

過

動

物

番

號

所薮

見
型
概

括型

肺 胞 腔 肺胞中副 肺 刷 出
動1
脈;

充i

血1血
1

結

締

織

培

殖
9

氣 管 枝 肋

膜

肥

厚

1

牧

縮

浮

腫

細

胞

遊
・走

毛
細
管
充
盈

細

胞

浸
潤

萎

縮

静

脈

雛

血

牧

縮

壁

寝

潤

細

胞

攣
性

分
泌

瀦

溜

振

張

日
3

1

11

-

311

-

312

-

313

-

2

-

310

完全
敢縮
惜
一

(帯)
一

帯
一

一

一

一

一

一

一

一 一 十十

一

一

什
一

一

一

一

一

一

一

一

十十

里

丁
璽
一

一

丁
(正)
十
(M)一

一

一

一

一

一

}

十

十

一

(披張)
十 一 一

一

一

一

一

二
一

一

一

一

什
一

一

十十

一

柵
一

柵
一

十

一

十十

一i+ 一1-

一 トー

完全
牧縮

■■■■卿,

一

一 「「

1一 一

1(一) (一)

敢縮
浮腫 什 十

(M)
十 一 一 一1

一 一
一1十

一 一
1-一 十

i-

+L{

一 一一

一1十
[

+ト
!-H
-

1_1_

1一

一

『

一

一

一

一

浮腫雀
血 柵 卦

(M)
什 一 十 一

浮腫
雀血

珊 十

(M)
骨 一 十 一

浮腫 惜 帯
(M)

十 一 一 十 粁

一

一

浮腫 柵 柵
(M)

十 一 一 十 十 一 一

日
4

282

-

283

-

284

285

完全
牧縮
柵
一

十十

一

柵
一

一

十 一 十十

一

什
一

十十
一

一

十
(M)

丁
塑
十

(正)

一 什 十 一 _1冊

一1

-1柵

{

一

}

二.

二

1柵

一

一

一

十
『

十

十 一 一

一

一

『

一

}

一

牧縮
穫浮 十

十
(M)

一

一_

一

一

一

朴
一

(萎縮)
十 一 一

一

一

一

什

敢縮
浮腫
一一 一

十十 ±
(M)

十

什

一一 一

冒一

一 ±
一

(俘腫液)

毒剣+ 柵 措
(L)

一

1 _ 一 十

一i-

■ 一 柵

日
5

5

-

314

-

316

-

315

-

9

-

15

浮 腫1_柵 什(M) 一

一

柵
『

珊
一

什

一

}

一

下
Ω
十十

(L

T-

(L)
十

(M)一

一

+1 -
(振張)

一 十
(吸敢)

朴 一 柵
一

柵

一

『

一

一一

十 一

一

什
一

柵
『

一

一

『

一

一}一

繍 ± 十十
十
(M)

一i
一 惜 一 一

一

±

一 一

一

一
}『

ニ

ー
i

__1___

一

柵

一

一

}一 一

不全
雛浮 柵 十

(M)
一 柵 一 一

一

一

一

十十

一

帯

一

一

不全i

}
一 一一,

一

±

浮脇 ±(吸 蜘

一

十 十

(M)

;

一 一 十 一 一

■一

一

二

二

一

一

±

一

一

一

(一)蘇翫一 一
(十)

論(勘 … 1

一I

I (++)

一

(一)

第ll表c主 氣管枝結紮肺 ノ組織學的所見
1

結

紮

後

経

[過

動

物

番

號

所簸

見
型
概

括型

肺 胞 腔 肺 胞 中 隔 劇 肺i酬 結
静 動1締

氣 管 枝 肋

膜

肥

厚
,

1

牧1浮

縮1腫

細

胞

遊
走
充
盈

藝鮮
潤 縮

脈

雛

血

　

脈1織

充 【 墳

血1血 噸

牧1壁1

渡

細

胞

攣

性

1

分

泌

瀦

溜

擾

張

13・7騰 岡(轟 楠 囲(蒜)ト++1画 宿)1+H惜H一
一H一
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日
7

12 不全
浮腫 ±

_1柵

(吸 収1ζM)

1

一

惜

(L)
十

(M)一

十
一

「振 張 ク

一

(萎縮)
一 一 一

1
_1_
!

掃 冊 一

一

r_

二

(一)

1

3 完全
取縮 G川

一

(柵 ノ

一 一

一
(+)

}一 　 一一

一 一

一 一1_

1

(+
一

6 完全
牧縮

一一 一 一1一

r+) ∠什)

一[

II8

1_

完全
牧縮 (柵) 雪一 一 レ+)

一

一

二
柵
一

柵

一

什

「1

珊)[
,
(柵) (一)

日
01

10 完全
牧縮 (柵)

一

∫+)
一

一一

一

1 (柵) (柵) (r)

14

-

318

-

287

完全
取縮 (柵,

一 一

±

●

1 『

±

一

±

■

一

一

一 一

一

一

一

不全
浮腫

十

(吸取)
_1_

1

十十

(L)
十

(M)

一

(櫨張)

一

(萎縮)
一

一

(剥離)
一 一

不全
雛浮 ±

十
(吸牧)

一}

一 十十

一
十

(M)
十十

一

(萎縮)
一 一 一 一 一 一 一

日
41

288 浮腫
(破壌)

±
十十

(吸 牧'

十

(M)
一

{

什

一

π
Ω

一

什(什擾張) 一 十
(吸牧)

一
の
一 一

二

一

一一

柵
一

一

一

一

一

什
一

(浮腫液) 十
一

4

-

7

完全
敢縮
柵
一1

(柵)

一 一

一

一

一 什 十十 一 一 一 一 一

完全
牧縮 (一) (±) (一)

13 完全
牧縮 (柵) (一) (±) (一)

月
-

置

289

-

384

}

完全

叫女縮i

一

'

一

一

十十

十十

(L)
十十
一

一

K振 張)
十 一 一

一一　

一

柵 一

1

1

--
1

一 一

完全
牧縮

o

I

L-1

]一

1

(M);一 一
3
}1 1

(一)
ご

　

1
_1

II(一) (一)

38鵜 管藩(一)

柵

一

(柵)
一 一

一

(十)

一 一一

1 ㈹)
(十) (一)

烈 灘 両

4畷幣 一)

い
一-『

『 一 一

1(柵)
1(冊)

ト

(十)
一 i-

1

__1_

i

【

[i 1(柵)!(冊) (一)

氣管枝結紮後、種 々ナル時期 二於 ケル結紮肺 ノ

主要 ナル 組織學的所 見 テ 表示 ス レバ、 第 皿表

(a,b,C)ト ナル。

今 各例所 見二就 キ縷述 スルノ煩 テ避 ケ之 テ総括

的 二記載 ス。

先 ヅ結紮肺臓組織 ノ・、全 禮 トシテ強 キ牧縮 テ示

シ、結紮 早期 ニノ・、肋膜 ラ近 キ表層 ノ小部分 ノ

肺胞ノ・、爾室間 テ存 シ寧 ロ梢 、籏張 ノ感 アルモ、

中央大部 分 ノ・銑 二 全 ク 「アテ レクター ゼ」ニ シ

テ、氣管枝 テ中心 トシテ肺胞 中隔 ノ・、著 シク弛

緩肥厚、索状 二拉列 シ、 ソ ノ間僅 カニ披 裂状 二

狭隆 ナル肺胞腔 ラ残 ス。

結 紮後 日ヲ経 ルニ從 ヒ、虚 脱 ノ度 テ加 へ、肥厚

セル中隔 ノ・、略 ヒ直線 的 二相 密接 シ、 表層 二至

ルマ デ全 ク實質性組織 ト化 ス。

中隔 内毛細血管 ノ・、各 時期 テ通 ジテ特 二怒張轡

曲 ハ示 サナ イガ、 一様 二旗張 シヨク血液 テ充盈

ス。 「アテ レクター ゼ」組織 内ニハ又小血管集合

シ、一般 二血量 二富 ミテ見 ユ。

肺動脈管 ノ・、 一般 二弛緩 シ、管壁厚 ク、 日 ト共

二牧縮著 明 トナ リ、 内二血液 テ容 ル ・モ ノ ト、

全 ク之 テ鋏 クモ ノ トガ アル。

ソノ肺 静脈 ハ、同様 弛緩 ラ示 シ、断面 ノ形 不整、

内腔 ハ寧 ロ移開 シ、概 ネ血液 テ容 レズ。
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一般二血管壁及 ビ肺胞中隔内ノ弾力繊維ノ・、弛

緩肥厚 シ梢 ㌃増加 セル感 ガアル。

實験期間 テ通 ジ、肋膜 ノ肥厚及 ビ中隔組織内蚊

二肺胞腔内一、特二結締織 ノ増加 テ認 メタモノ

ハナカツタ.

以上ノ・、肺胞牧縮完全ナル肺「アテレクターぜ」

ノ基本的所見ニ シテ、結紮初期 ノモノ ト、實験

末期 二於 ケルモノトノ間二著 シキ相違 テ認 メ

ズ。即 チ、全経過 テ通 ジ、.比較的均等ナル毛細

血管 ノ憤張充盈 ラ示 ス外、特二甚 シキ鯵血拉 二

浮腫 テ認 メナ4。 〔附囲 皿.IV.V参 照〕・

然 シ乍 ラ屡 ℃梢 ≧之等 ト趣 ラ異一シテ、氣管枝

結紮早期第1-2日 ニハ、肺静脈ノ・高度 ノ優血

テ示 シ、毛細血管亦強キ怒張轡曲テ有 シ、同蒔

二肺胞 中隔組織及ビ肺胞腔内二著明ナル浮腫 ヲ

謹明 シ、時二出血竈 ラ認 ムルモノガアル。斯ル

場合 ノ肺氣胞ニノ・、牧縮不充分 ノモ ノ,若 クハ

全 ク敢縮 セズ寧 ロ鑛張 テ示 スモノガアル。〔附圖

VI参 照〕

又最初カ ラ高度 ノ俘腫テ示 スモノアリテ、前者

ノ如キ静脈性鯵血及 ビ毛細血管 ノ怒張響曲ハ全

ク之 ラ認 メズ、肺組織全禮ハ、廣汎ナル浮腫液

ノ浸潤 ラ蒙 リ、 タメニ肺胞ハ反 ツテ著 シク鑛張

シ、隔壁ハ菲薄 トナリb既 二結紮後3-5日 ニ

シテ中隔組織 ノ萎縮攣性ヲ來 スモノアリ.鑛 張

セル肺胞内一ハ、俘腫液 ト共 二租 ≧多撒 ノ大軍

核紅胞 ノ遊走 アリ、時 二出血竈 ラ有 ス。其後 日

テ経過 スルモ、永 ク俘腫吸牧 ノ傾向ナク、中隔

組織ハ高度 ノ萎縮攣性二陥 リ、切片全禮ノ・、菲

薄ナル壁 ラ有 スル大小蜂案歌組織 ト化 シ、大多

藪内二倫攣性二陥 レル細胞 テ有 スル俘腫液 ラ充

シ、又9屡k赤 血球 テ混ズル。(第14日 群第288

號家兎)〔附圖V皿参照〕

更 二各型各時期 ラ通 ジ、肺胞中隔組織内一ノ・、

中等度二至ル細胞性浸潤 テ蒙 ル。 ソノ主ナルモ

ノノ・、傷 「エオジン」嗜好性多核 白血球(工)及 ビ

大軍核細胞(M)ニ シテ、雨者 ノ關係 テ見ルニ、

大艦二於 テ、氣管枝結紮直後 ヨリ2-3日 マデ

ノ梢 ヒ早期 ニハ、多核白血球優 リ、晩期二至 リ、

大軍核細胞 ノ歎 ノ増加 スル如キ傾向 テ認 メル

ガ、一般二、牧縮完全ナル基本型 ニノ・、大軍核

細胞(組 織球性細胞)ノ 檜殖著明ニテ、既 二結紮

第1日 ノモノニ梢 ≧多歎之 テ謹明 スルモノガア

ル。(第361號 家兎)

又多核白血球 ノ浸潤ハ、氣管枝 内瀦溜強 キモノ

ニ著明ナル如キモ、雨者ハ必 ズシモ蛇行 シテヰ

ナィ。

次 二主氣管枝結紮後 二於 ケル、末梢部氣管枝 ノ

所見テー括 シテ述ベル ト、各型共、最モ著明ナ

ル攣化 テ蒙 リ、概 ネ極 メテ短時間内二高度 ノ牧

縮 テ示 スモノデアル。

帥チ、小氣管枝ハ、全罷 トシテ著明二牧縮 シ、

比較的大 ナルモ ノハ、内面鍛襲二富 ミ、 ソノ断

面、菊花歌、或 ハ棘枝状 テ呈 ス。粘膜上皮細胞

ハ、一般 ニヨク畿達 シ、著 シクソノ高サテ増 シ、

屡 ヒ相畳重 ス。基本型二囑 スルモ ノハ、結紮後

1ク 月二於 テモ、内二殆 ンド瀦溜 テ認メズ、僅

カニ少撒細胞 ノ剥離 テ謹明 スルノミノモノ多

シ。骸血俘腫高度 ナルモ ノハ、展 蒐管腔 内二浮

腫液及ビ大輩核細胞 テ容 レ、時二早期 二少藪赤

血球 ラ混ズ。

高度 ノ浮腫 テ有 シ、永 ク吸牧 セザルモノニ於 テ

ノ・、粘膜上皮細胞モ亦高度 ノ萎縮攣性 ラ蒙ル。

肉眼的二瀦溜物 ラ充填 スル氣管枝 ノ組織像 ラ検

スルニ、 ソノ高度 ナル瀦溜 二拘 ラズ、氣管枝壁

周園及 ビ附近血管周園二於 テノ細胞性浸潤ハ、
一般ニノ・極 メテ勘 ク

、比較的早期 ノ2例(第2

日群第142號 、第4日 群第4號)二 於テ、之ラ認

メタ ノミァアノレ。

小及 ビ中等大氣管枝 二於 テノ・、瀦溜著明ナルモ、

ソノ上皮細胞ノ・、扁準 トナ ラズ、爾寧 ロ高サテ

檜加ス。

梢 ≧大 ナル氣管枝ノ・、高度 二籏張、内面鐵嚢 ラ

失 ヒ圓形 トナリ、 内二強 ク瀦溜物 ヲ充 シ、上皮

細胞ノ・方形若 クハ扁準 トナル。 ヨク繊毛テ備 フ

ルモ、原形質内二室泡テ形成 スルモ ノ多 シ
。周

園肺胞中隔ノ・、氣管枝籏張 ノタメ歴迫 セラレー

層著明二菲薄 トナル。
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比較的大ナル氣管枝 二於 テノ・時二、氣管枝周園

ヨリ氣管枝壁組織間 テ縫 ヒテ個々拉列 セル傷

「エオジン」嗜好性多核白血球 ガ浸潤遊走 シ
、上

皮細胞間 ラ通 ジテ管腔内二遊離 スル歌態 テ窺 フ

コ トガ出來ルモノガアル。然 シコノ場合 二於 テ

モ特別ナル血管周園 ノ細胞浸潤ノ・之 テ鋏 ク。(附

圖V皿滲照)

又肉眼的二著明ナル細葉性黄色浸潤竈 テ有 スル

肺葉末端部 テ組織學的二見 レバ、表在性 ノ肺胞

ノ・、圓ク籏張 シテ蜂案駄テ呈 シ、殆 ンド凡テノ

モ ノニ於 テテ、内二主 トシテ多核 白血球及 ビ少

藪大輩核細胞 ヨリ成ル細胞性凝固物 テ容 レ、時

ニソノ中央部ノ・廣汎禰蔓性 二浸潤 サレ、肺胞 ノ

網状構造 テ失 フニ至ルモノモアルガ、 ソノ弾力

繊維ノ・ヨク保 存 サ レテヰル。斯 ル部分 ノ肺胞 中

隔ノ・、7般 二毛細管 ノ充 血、俘腫及 ビ主 トシテ

大軍核 細胞拉 二小圓形細胞 ノ浸潤 テ蒙 ル ガ、 多

核 白血球 ノ・反 ツテ少数 デアル。

肉眼的 二浸潤輕微 ナル部 分 二於 テノ・所 々肺胞 内

二上記 ノ如 ク「エ オジ ン」二染 マル多核 白血球性

滲 出物 ラ瀦溜 スルモ ノガア リ、時 二滲出物 ガ毛

細氣管枝 ヨ リ肺胞道 二向 ヒ垂 下瀦 溜 スル像 テ認

メル コ トガ アル。一般 二斯 ル場合 ノ中隔 内ニノ・、

循 「エ オ ジン」、多核 白血球 ノ浸潤 ノ・著 明 デ アル

ガ、前 述個所 以外 ノ肺胞腔 内ニノ・何等 白血球 ノ

滲 出著明 ナ ラズ、少撒大軍核細胞 ノ剥離遊走 テ

見ル ノミデアル。

第三節 非結紮側肺所見

第一項 肉眼的所見

一側 圭氣 管枝結紮後
、反封側非結紮肺 ハ、時 日

ノ経過 ト共 二著 シクソノ容遺Z璽 加 ス。

帥 チ、結 紮第3日 一=.ノ・、肺葉邊縁部 二肉眼的 二

鑛張 セル肺氣胞 テ認 メ、第、互=ヱ 』 ニノ・、容積

全膿 トシテ甚 ダ膨大 トナル ノミナ ラズ、著 シク

含氣性二富 ミ、開胸時全ク胸腔ヲ冠 結紮後

1ケ 月 群 中一テ、 肉限 的 ニー般 的 ノ容積 ノ膨大

著明 ナ ラザルモ ノーテ、開胸時、 」三、 中肺葉 ノ

先端長 ク延長 シテ、縦隔寳 内、心嚢 ノ前面 ニマ

デ伸 ビタルモ ノア リ。(第384號 家 兎)

縦 隔寳葉 ノ代償性肥大ハ、一般 二極 メテ顯著 ニ

シテ、結紮第3日 群 二於 テ、既 二何 レモ梢 ヒ著

明 ナル容積増大 テ示 シ、日 ト共 ニ ソノ度 テ加 へ、

第7日 群 中、掲立 セルー ツノ大 ナル肺葉 トシテ

縦隔膜 テ被 リタルマ ・、正 中線 テ越 工、結紮側

胸腔 内二居 テ移 シ、長 キ葉柄 テ以 テ右肺門部 二

連 ルモ ノア リ。即 チ、上方 ニノ・肺門部 二強 ク牧

縮 セル結紮側全部 テ乗 セ、 自 ラノ・宛 モ菖左下葉

ノ位置 テ占ム.(第3號 家 兎 ノ附圖1参 照)

一 般 二
、 ソ ノ色調、結紮第7日 頃 マデハ、梢 支

紅潮 テ帯 ピ充血性 ナルモ、爾後、膨 大 ノ加ノ・ル

ト共 二正常 二復 ス。

・表面蛇 二割面 二於 テ
、特 二出血及 ビ浮腫 テ認 メ

ズ。

第二項 紬織學 的 所見

各群 二於 ケル攣化 ノ・、大艦 ソノ軌 テー ニ スレバ、

今結紮後1時 間 ヨリ第14日 一 至 ル7例 ノ所 見

テ探 リテ、 ソノ推 移 ノ歌 態 テ窺 ヘバ、第 皿表 ト

ナル。

肺胞腔 ノ・、結 紮後1時 間 ニテ梢 鷲廣張 圓味 ラ帯

ビ、時 ニ ソノ周縁部 二於 テ撒個 相融合 スルモ ノ

ア リ。第2時 間 ニノ・、所 々著 明ナル旗張 ラ示 ス。

第4時 間 ヨ リ、全禮 トシテ中等度 ノ鑛張 テ來 シ、

第3日 マデ コノ駄態 テ持績 ス。1

肺 胞 中隔 ノ・、一般 二梢 ≧著 明 二厚 サテ壇 シ、毛

細血管 ノ著 シキ充血、組織 内俘腫及 ビ中等度 ノ

細胞性浸潤 ラ認 ム。 圭 トシテ、多核 白血球 ヨ リ

成 リ、少撒大軍核細胞 テ混 ズ。 特 二中隔組織 内

二弾力繊維 ノ肥大増加 ラ謹 明 セズ
。

表層部 ノ中隔 ノ・、 既 二極 メテ菲薄 トナ リ、第4

時 間 ニノ・屡 ≧断裂 ラ示 スモ ノア レ ドモ、 ソノ毛

細管ノ・梢 ≧血量 二富 ミ蛇行 ラ示 シ、 比較 的細胞

二富 ム。但 シ肺胞腔 内二、細胞 ノ剥離遊走蚊 二
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第 皿表 非結紮側肺ノ組織學的所見
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柵
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俘腫液 ノ存在 テ見 ナ イ。

一般 二小血管 ノ・
、毛細血管 ト共 ニ ソノ充血梢 ≧

著 明ナ レ ドモ、 中等大以上 ノ血管 ノ・、特 二著 シ

キ攣 化 ナ 久 肺動脈 内ニノ・常 二少 量 ノ血液 テ容

レ、時 二中等度 ノ牧縮 テ認 ムルモ ノアリ。肺静脈

ハ、 一般 二圓形 テ呈 シ、特 二鑛張 テ示 サズ、血

液 テ容 レズ。

氣管枝腔 ノ・、結 紮後1時 間 ニテ、 就 二梢 ≧鑛張

ラ示 シテ圓味 子帯 ビ、第2時 間 ニテ、 ソノ上皮

細胞 二梢 ≧扁ZFノ 感 ア リ。第4時 間 ニノ・、断面

ノ形不規則 トナ リ、 内面 ノ鐵髪乏 シクナル。

結紮 第5日 ヨリ以後 ニナ レバ、肺胞 壁 ノ鑛張 ハ、

日 ト共 二高度 トナ リ、肺胞 中隔 モ、極 メテ非薄

トナル。 第14日 群 二於 テへ 屋 ≧高度 ノ断裂 テ
ピ ノ

示 スモ ノテ見 タ.斯 ノ如 キモ ノ・中隔 内弾 力繊

維 ノ・、甚 ダ繊弱 トナ リ離断 サ レ、所 々太 ク短 キ

断片 トシテ存 ス。從 ツテ毛細血管網ノ・、全 ク荒

慶サ レ残存セル中隔分岐部 二少量 ノ血液 テ認 ム

ル ノミデアル。

中等大動脈壁 モ、牧縮肥厚 シ、内二少量血液 テ

容 レ、肺静脈ノ・、全 ク歴縮狭阻 トナル。

氣管枝 ノ櫨張ノ・、愈 ≧高度 トナリ、断面圓形 テ

示 シ、壁菲薄、 内面 ノi敬嚢ノ・全 ク消失 シ、上皮

細胞著 シク扁李 トナル。全實験例中1例 テ除 ケ

バ、氣管枝壁二炎症性浸潤 テ謹明セズ。

即 チ、結紮第3日 群第1號 家兎ノ・、小氣管枝周

園及 ビ附近小血管 内外一、梢 ≧著明ナル傷 「エオ

ジン」嗜好性多核白血球 ノ浸潤 テ有 シ、例外二屡

ス。爾本例 ノ結紮側肺ノ・、完全牧縮型二属 シ、

氣管枝炎所見ノ・陰性デアル。

勿論各例共、腔内三、結紮側肺二見タル如キ瀦

溜物 テ容 レズ。

第四章 総括拉 二考按,

Gairdner一 ヨ レ バ 、 既 二 古 ク1821年Dugis,

1829年Louis,1832年Joerg等 ノ・小 見 ノ屍 膿

二就 テ 、 現 在 ノ肺 「ア テ レ ク タ ー ゼ」二相 當 ス ル

攣 化 二注 目 シ、之 テ,,Carnifikation``ト 稻 シ、

一般 二大葉性肺 炎 ノ残 遺性攣化 テ考 ヘ テヰタ ノ

デ アル ガ、1834年 二至 リ同 ジクJoergニ ヨツ

テ始 メテ之 テ初 生見自 特有 ナル 肺所 見 トシテ

,,Atelektase``ナ ル名稔 ガ附 セ ラレタ.
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1844年 、佛 ノLegendreu.Baillyノ ・病理解剖

學 的 二詳細 ナル観察 ヲ途 ゲ、 コノ攣 化ノ・何等肺

炎 トノ・關係 ナキ掲 自性 ノモ ノニテ、先 天性 ノ膨'

脹不全 ト全 ク同一攣化 デ ア リ、曾 テー 度通氣伸

展 セル肺臓 ガ、室氣不通 トナ リシタメ、肺組織

自己 ノ有 スル 弾 力性 ニ ヨリ、再 ビ胎 見 ノ歌態

(etatfaeta1)二 蹄 ツ タモ ノデアル ト喝破 シタ ノ

ノ・、實 二革命的 ナ達見 デ アッタ.

當 時氏等 ガ、肺 炎 ノ肝様硬攣 ト比較 セル所 見 テ

見ル ニ實 二正 鵠 ラ得 テヰル。

即 チ、雨者共無氣性 デアル が、肺 炎 ノ肝檬硬憂

へ 淡黄褐色 テ帯 ビタ赤 サデ、肝臓 テ燭 レル感

ガア リ、肺 「アテ レクター ぜ」(以 下肺 「アJト 略

記 ス)ノ 場 合ハ、葡萄酒 ノ渣津 ノ様 ナ赤 サデ筋 肉

様 ノ柔軟 サガ アル。前者 ハ、 一程度肋膜 が侵 サ

レルガ、「ア」ノ場 合 ニハ、肋膜 炎 ノ合併 ヲ鋏 ク.

割 面 へ 前者 ノ・肉眼的 ニー檬 デ何等解剖 的特徴

テ認 メナ ィガ.「 ア」ノ場合 ニノ、、 細葉性 限界及

ビ中間組織 ノ識別 ガ明瞭 デ、時 二毛細血管 ノ見

エルコ トガアル。特 二顯著 ナル差異 ハ、肺臓 二

通氣 シテ見ル ト、肺炎 デノ・搬髪 ガ入 ツテ破 レル

ガ、「ア」ノ場合 ニハ、再 ピ伸展 シテ正常肺 二復

蹄 スル コ トデ アル ト述 べテヰル。

其後 ノ文献 テ経 クニ、 臨躰 報告 二比較 シテ、 ソ

ノ剖検例 ノ記載 ハ甚 ダ稀 デ アル。

Bramesfeldノ 綜 設(1930)ニ ヨ レバJoresガ2

例 テ剖検 シテヰル ト云 フ。極 メテ最近(昭 和11

年)本 邦 二於 テ、岡 山留大 石山教授 ガ、開腹術後、

急性 二登症 セル氏 ノ所謂急 性充實性肺虚腕 ノ1

例 ノ貴重 ナル解剖例 ノ報 告 ガ アル。然 シ乍 ラ石

山氏 モ附言 セラル ・如 ク、 ソノ攣化 ガ、肺盧腕

直接 ノ攣化 ナ リヤ、或 ハ ソノ前後 ノ併覆症 ニ ヨ

ルモ ノナ リヤノ・甚 グ刹断 二迷 フ所 デ アル。從 ツ

テ肺 「ア」木來 ノ攣 化 ノ研究 ノ・、動物實験 二依 ラ

ナケ レバナ ラナ イ。實験的 二肺 「ア」ノ病理解剖

二就 テ研究 シ、或 ノ・之 二 關 シ論及 セルモ ノニ

ノ、、第1表 二掲 ゲタLichtheim(1879),Rudolf

Nissen(1923),P.N.CoryllosandJ.L.

Birntaum(1928),武 田義 章、堀 口清良(1936;等

ノ外、D.R.Bowen(1929),Bramesfeld(1930),

F.Freischner(1934),H.W.KnipPing(1936),

P.Huebschmann(1936),且.Alexander(1937)

及 ビPeterRoth(1937)ノ 諸 氏 ラ基 ゲル コ トガ

出來 ル。

以下 「ア」肺 二關 スル圭要 ナル問題 二就 テ、先進

諸家 ノ読 テ窺 ヒ、著 者 ノ得 タル實験 成績 ラ考察

セ ン ト欲 ス。

1.肺 「アテVク ターゼ」トソノ所見

ll.atelektatischeAnschopPungノ 問題

皿.虚 脱肺 ノ血行問題

IV.虚 脱肺 ノ結締織増殖問題(肋 膜炎 ノ合併)

V.氣 管枝内瀦溜問題

VI.非 虚脱側肺問題

1.肺 「ア テVク ター ぜ」トソ ノ所 見

成書 ニ ヨ レバ、 肺 「アテ レクター ゼ」ラ歴迫 性

「ア」ト閉鎖性 「ア」トニ分 ツ
。前 者ハ、胸腔 内二

於 ケル種 々ナル異物(瓦 斯禮、液膿、新生物等)

ノ歴迫 ニ ヨル受動 性 ノ「アテ レクター ゼ」ニテ、

静 止性 「ア」トモ稔 セ ラレ、後者 ハ、種 々 ナル原

因 一ヨル氣管枝 ノ閉鎖 ニ ヨツテ、 ソ ノ末梢部肺

胞 内 ノ室氣吸牧 ノタメニ、肺 ガ自 ラ能 動性 二「ア

テ レクター ゼ」トナ ツタモ ノデ、吸牧 性「ア」トモ

云 フ。

然 シ乍 ラ、雨 者ノ・等 シク「アテ レクター ゼ」ト呼

バ レル ガ
、 肺臓 ガ胸腔 ナルー ツ ノ閉鎖 性室間 二

存 在 スル以上、 ソノ受動的 ナル ト能動 的 ナル ト

ー ヨツテ、肺臓 自身 ノ攣化 ノ・固 ヨ リ●
、隣接 セル

諸臓器 二及 ブ影響 ハ必 ズ シモ同一 デノ・ア リ得 ナ

イ。 即 チ,厘i迫 性 「ア」ノ場合、胸腔 へ 何 レカ

ノ異物 ニ ヨツテ充填 セ ラレ、胸腔 内腿 ノ・、多 ク

ノ場合、陽 腿 トナル。 肺臓 ノ・、表面 ヨ リ強 ク歴

迫 テ受 ケ、 ソ ノ含氣 性 テ失 ヒ、容血量 テ低減 ス
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ル ニ至 ル。 コノ際、周園諸臓器 モ、同時 二歴迫

テ蒙 リ、胸 廓鑛張 、肋間腔 ノ鑛大、氣 道及 ビ心

臓 等縦隔 賓臓 器 ノ健側移動、 横 隔膜 ノ低下等 テ

現 ノ・ス。

之 二反 シ、 閉鎖 性 「ア」二於 テノ・、肺臓 ノ能 動的

牧縮 ニヨルモ ノデ アルカ ラ、胸腔 内 ノ陰歴 へ

著 シク±曾強 シーHabliston,Packard,1・loyd等

ニ ヨ レバ、正常 ノ4-10倍 、 帥 チー20,-30,-

50mm且gニ モ達 ス ト云 フー之 テ代償 セ ン トシ

テ、隣接諸臓器 ノ、、甚 シク患側 二牽 引 セ ラレ、

臨躰上特有 ナル他畳 的徴候、 即 チKnippingノ

所 謂Atelektasezeichenガ 現 レル。即 チ、患側

胸 廓 ノ短縮 、肺 間腔 ノ狭小 陥浸、縦 隔寳臓 器(氣

道及 ビ心臓等)ノ 患側牽 引、横 隔膜 ノ基 上及 ビ健

康 肺部 ノ膨脹 等之 デ ァル。

著 者 ハ、家兎 二於 テ、主氣管枝結 紮後、 比較的

早期(第5-7日)ノ モ ノニ結紮側 胸廓 ガ著明 ナ

ル短縮状 態 ヲ呈 スルモ ノアル ラ認 メ タ。然 シ、

斯 ノ如 キ攣化 ハ、開胸 ニ ヨ リ直 チニ殆 ンド正常

位 二復 スル コ トテ識 ツタ。 又 「レン トゲ ン」検査

ニ ヨリコ ノ場合、 同時 二、心臓 ノ位 置 ガ、 著 シ

ク患側 二偏移 シ、横隔膜 ノ基 上 セル所見 テ謹 明

スル コ トガ出來 タ.

即 チ之等ノ・「ア」肺 ノr臨躰診断 上、特徴 的症 候 ト

稻1スベ キAtelektasezeichenラ 實 験 的 二謹 明 セ

ル モ ノニテ、斯 ル記載ハ、從來 ノ實験 的研究報

告 中 二未 ダ見 ナ ィ所 デアル。

朝i近、肺結核 二封 スル人工氣胸療法 ノ要諦 ノ・、

Forlanini最 初 ノ提唱"ヨ ル歴迫性氣胸 カ ラ弛

緩 性氣胸 二攣革 サ レテ來 タガ、實際 二於 テ所謂

機械 的厘迫 ノミニ ヨツテノ・、肺臓 二、組織學 的

二、眞 ノ「アテ レクター ゼ」ノ登生 ラ見 ナ イコ ト

ノ・、人盟氣胸肺 ノ剖検 所見(Warnecke1910,

Lindblom1922)拉 二動物實験(Tomaszewski

1917,ヂ 治 衡1924,佐 藤 理太郎及 ビ田中龍 三1930>

二就 テ、多敷學 者 ノ認 ムル所 デアル。

之等 二封 シ、Coryllosノ ・、ソノ實験的経験 カラ、

所謂肺 「アテ レクター ぜ」ハ唯一 ツ、 即 チ、氣管

枝 閉鎖 性 アル ノ ミ ト唱へ 「アテ レクター ゼ」ノー

元論 ラ圭張 シテヰル。

即 チ、Coryllusu.Birnbaumノ 氣 管枝 内「ゴ

ム」球栓塞試験(犬)ニ ヨ レバ、閉塞後 既 二30分 、

遅 ク トモ6時 間 ニ テ、完 全 ナル 「アテ レクター

ゼ」ノ登生 テ見、 同 ジクNissenノ ・家 兎、犬、猫

ラ用 ヒ、氣 管枝結紮後2-4時 間 ニテ、肺胞 内

室氣 ノ完 全 ナル吸牧所 見 テ見 テヰル。

本邦 二於 テ武 田、堀 口氏等 ノ・、 家兎主氣管枝肋

膜外結紮後1時 間 ニテ,肺 胞 ノ圓味 テ失 ヒ、2

時 間 ニテ、室氣 吸牧著明、 多 クノ・3-6時 間 ニ

テ、吸牧終 了 シ.肺 胞壁 ノ・牧縮Balken様 トナ

リ、多数相重 ナ リ肺胞 ノ構 造 ラ消失 スルニ至ル

ト云 フ.

著 者 モ、 同氏 ノ氣管枝結 紮法 ニ ヨ リ、翫 二結紮

第2時 間 二於 テ、 完全 ナル肺胞牧縮 ヲ示 スモ ノ

テ認 メタガ、概 シテ結 紮早期 二於 テハ、歴迫肺

トハ反封 二、表層 肋膜 二近 キ小部分 ハ、 術室間

デ有 シ、寧 ロ梢 ≧鑛張 ノ感 アルモ、 中央大部分

ノ・、全 ク牧 縮 シ、氣管枝 テ中心 トシ、肺胞 中隔

ノ・、著 シク弛緩肥厚、相接著 シテ索獣 二蚊列 シ、

ソ ノ間披裂 状 ノ極 メテ狭阻 ナル室間 ラ残 ス歌態

トナル。更 二、結紮後 日ラ経 ルニ從 ヒ、牧縮 ノ

度 テ加へ、肥厚 セル中隔 ノ・、 略 ㌃直線的 二相密

接 シ、 表層 二至 ルマデ、全 ク實質性組織 トナ リ、

完全 ナ ル「アテ レクター ゼJ二 陥 ル コ トヲ謹 明 シ

タ。(附 圖 皿.IV.V参 照)

皿.atelektatischeAnschoppungノ 問 題
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即チ、氣胸肺 ノ場合、完全 ナル虚脱二陥ルモソ

ノ陰影ハ比較的明澄 デアツテ、全肺 ガ肺門部二
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強 ク歴縮 サ レタ場合 ニ ノミ梢 ≧濃厚 トナルガ、
コ ノ

肺 「ア」ノ場合 ニノ・、 ソ ノ容積 ノ縮 小程度 ニハ關

係 セズ、一般 ニ ソノ牧縮 ガ輕度 デアツテモ、 ソ

ノ陰影 ノ・、宛 モ大葉性肺 炎 テ見 ル如 ク、著 明 二

濃厚且均一性 デ アル。

コノ理 由 二關 シテF.Fleischnerノ ・、臨 床経験

上、之 ハ軍 ナル肺胞 四室氣 ノ吸牧 ニヨル牧縮 デ

ナ ク、肺胞 内 二液艦 ガ充満 シタモ ノナ ラン ト考

へ、之 ヲatelektatischeAnschoPPungト 呼稔

シ、軍、純 ナルatelektatischerKollapsト1蔓 別

レタ。

解剖學的 ニノ、Johnston,Manges,McCrae等

ノ所 見二該當 スル モ ノデ、Johnstonノ ・コノ状

態 ラ,,drownedlung``ト 唱 ヘテヰル ト云 フ.

同氏等 ハ、氣管枝 ノ閉塞 ハ、肺臓 ノKollapsヲ

來 サ ズ、寧 ロソ ノ配 下肺胞 内 二浮腫液 ノ瀦溜 テ

生ズルモ ノデアル ト構 シ、最近P.Rothモ 亦

同様意 見 テ述 べテヰル。

武田氏等 ハ、 主氣管枝結紮肺 ハ、結紮後2-7日

一ハ浮腫 ノタメニ再 ビ容積 ラ」曾大 シ、10日 最大

トナ リ、以後一般 二俘腫 ノ吸牧 ト共 一、再 ビ牧

縮 ラ來 スガ、永 ク吸牧傾 向 ナキモ ノモ アル ト云

フ^

著者 ハ、主氣管枝結紮後 ノ肺臓疑 化 テ、逐 日観

察 シタ所、實験動物 ノー部 二於 テ、結紮 肺 ガ、

肉眼 的 二無氣性 デアルガ容積 ノ牧縮著 明 ナ ラズ

寧 ロ梢 ≧腫大 シ浮腫若 クノ・蹉 血 テ呈 スル モ ノア

ル テ見 タ。

而 シテソ ノ組織學 的所 見 モ、動物 ノ個禮 ニ ヨ リ、

又結紮後 ノ経 過 ニ ヨリ、決 シテ軍一 デナイ コ ト

ヲ知 ツタ。

今、實験 動物50例 所 見 ラ、肺胞牧縮、鯵 血及 ビ

俘腫 ノ3攣 化 テ中心 トシテ、大膿次 ノ如 ク分類
e

ス ル コ トガ 出 來 タ。

a.肺 胞 牧 縮 完 全 ナル モ ノ19例38%

b。 雛 血 蚊 二浮 腫 ヲ示 ス モ ノ17例34%

c.浮 腫 ヲ圭bス ル モ ノ11例22%

外 二、 氣 管 枝 搬 張像 ヲ主 トス ル モ ノ3例6%

'合 計50例100%

以 上 ノ中a)及 ビc)ノ 雨 者ハ、第 皿表 ノ示 ス如

ク、氣管枝結紮後、極 メテ早期(第1日 中ノニ、

既 ニ ソノ形 ラ トリ、前者 ハ終 始軍純 ナル肺胞牧

縮 テ示 スモ ノデ アリ(完 全牧縮型)、 後者 ノ・、最

初 ヨリ高度 ナル浮腫 テ示 シテ、永 ク吸牧 ノ傾 向

ナ ク、屡 ≧肺胞 中隔及 ピ氣管枝 上皮細胞 ノ萎縮

攣 性 二陥 ルモ ノデ アル。(俘 腫 型)

b)ノ・、結紮後時 日 ノ経過 ト共 へ 或 程度、 ソノ

所 見 ノ間 二推 移 ラ示 スモ ノデアル。 即 チ、 一般

二、結紮後1-3日 間 ハ、血液 ノ鯵 滞著明 ニテ、

毛細血管 ハ怒張轡 曲 シ、 同時 二、肺胞 中隔及 ピ

肺胞 内二俘腫 デ將來 シ、時 二出血 ラ來 スモノが

アル。之、鯵 血浮腫 型 ト構 スベ ク、 コ ノ型 ・モ

ノニテ、 第1日 ニハ、省或 程度 ノ肺胞牧縮 テ示

スモ ノガ アル。(牧 縮不全、鯵 血俘腫型)更 一、

第2日 以後 ハ、浮腫著明 トナ リ、殊 二第3日 頃

ノ・、 ソノ最高 二達 スルガ如 キモ、謄血 ハ反封 二

浦退 ノ傾 向 テ辿 ル。 コノ時期 二於 ケル肺胞 ノ・、

内二水腫 液 テ充満 スル タメ寧 ロ櫨張 テ來 ス。(浮

腫鯵 血型)ソ ノ後、 第7-10日 ニ シテ、浮腫 ハ吸

牧 所見 テ示 シ、肺胞 ノ・、再 ビ不完全 ナガ ラ牧縮

ノ傾向 テ帯 ピルモ ノ多 久 第14日 以後 二於 テ

ノ・、俘腫 ノ・全 ク吸牧 サ レ、再 ピ完全牧縮 ノモ ノ

ラ檜加 ス。 ・

之等 ノ事實 ハF.Fleischnerガ 、臨鉢上 「レ」線

像 二就 テ、氏 ノ所謂 雨型 ノ間 二、種 々ナル中間

移行 型 ノ存在 スル コ トラ指摘 シテヰル ノ ト相符

合 シ、甚 ダ興 味 ガアル。

今先 ヅ、 「ア」肺 内 二起 ル斯 ノ如 キ液 膿 ノ瀦溜機

轄 二就 テ考察 スル ニ、學 者 ノ中ニハ、換氣杜繕

ノタメ水分蒸登不充分 ノタs5ス ルモ ノ(Kau-

fmann)ガ アル ガ、大多敷 ノ・、呼吸運動慶絶 ニヨ

ル肺血液循環障碍 二基 ク鯵 血性浮腫 ト考 ヘ テヰ

ル。(Beitzke,Sante)Bowenノ ・、 同 ジク循環

障碍 デアル ガ、肺胞 内 「ガス」吸牧 ニ ヨツテ登生

シタ眞室性室間 ラ充 スタ メノ反射的充血拉 二浮

腫 トシテ居 リ、Bergaminiu.Shephardハ 軍

ナル室氣吸牧 ニヨツテノ・、斯 ノ如 ク急激 ナル血

管及 ビ毛細血管 ノ憤張停滞 ハ 考 ヘ ラレナ ィ故
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二、恐 ラク血符蓮動静 経異常 二基 クモ ノデ、從

ツテ ソノ水腫 ・・、angioneurotischesOdemデ

ア ル ト云 ツテヰル。又Loeschkeハ 純 物 理學的

二、室間代償性 二、最 初 ハ附近肺胞 二積 張=が起

リ、次 デ、肺胞 内 二組織液 ノ滲透 ガ現 レルモ ノ

デ アル ト述 ベ テヰル。

然 シ乍 ラ、 實際 二於 ケル「ア」肺所 見 ガ、常 二必

ズ シモー様 ナ ラザ ル黒占ヨ リ、F.Fleiscbnerノ 、

次 ノ如 キ考 ラ持 ツテヰル。即 チ、 「ア」肺 二於 テ

ノ・、本來肺胞 内 「ガス」ノ・、循環血液 中 二迅 速 二

吸牧 サ レ、 肺胞ノ・、急激 二完全 ナル牧縮 二陥 ル

モ ノデアル ガ、何 力機械的障碍 ニ ヨツテ、 コノ

牧 縮作用 ガ阻 マ レタ トキ、減歴 ノ所 へ組織液 ガ

滲 透 シテ來 ル ノデ アツテ、Transsudationins

Vaccumト 考 フベキデ アル ト唱へ、一一般 ニノ・コ

ノ論 ガ用 ヒラレテヰル。

極 メテ最近P.Roth(1937)ノ 、Fleischnerノ 設

テ紹介 シ、何 力有 力ナ機械 的障碍 ノ關與 テ認 メ、

理論 トシテへ 氣胸等 ニ ヨ リ肺臓 ラ胸 壁 ヨ リ剥

離 シ、コノ機械的障碍 ヲ除去 スル ト、俘腫 液 ガ速

カ ニ吸牧 サ レテ、普通 ノ牧縮状態 ニナル可能 性

ガ アル筈 デアル ガ、 多 クノ場合atelektatisch

angeschoPPteLungeノ ・肝様 二攣化 シ、 既 ニ

ソノ弾力 性、 被厘i縮性 ラ 失 ツテヰル タメニ、

高度 ナ基 本型 二 復蹄 セナ イコ トテ述 べ、 是 ニ

ハFleischnerノ 基 ゲ タ理 由 ノ外 一、 今一一ツ未

知 ノ 因子 ガ 關與 スルモ ノデア ラウ ト考 へ、 コ

ノ鮎 二關 シ、動 物實験 テ進 メタ イ ト云 ツテヰ

ノレo

扱 、肺臓 ノ血液 循環 二關 シテ、氣管枝 血管系 ガ

圭要 ナル關係 テ有 スル コ トノ・、近 時各方面 ヨ リ

注 目 セ ラレテ來 タ所 デ、 ソノ肺 血管 ト交通 ノ事

實 アル コ トノ・、今 日何人 モ疑 テ挾 ムモ ノナ ク、

ソノ部位 二就 テモ、llUk研 究 セ ラレ、最近、阪

大小澤 外科 、野 崎氏(昭 和9年)ニ ヨリ藥理學的

二、 同 ジク尾持、神 納雨氏(昭 和t2年)ニ ヨ リ組

織 學的 二、夫 々犬 二就 テ氣 管枝動 脈 ガ、肺毛細

管網 テ経 テ、肺静脈 ニ モ注 入 スル事實 テ謹 明 セ
'
ラ レテヰル。 又、1梢 篭古 クF.Krampf(1928)

ノ・Lungenschrumpfungノ 研 究 中 、 犬 二 就 テ
の

ソ ノ下葉 二至 ル 肺動脈 ヲ栓 塞 スル ト10-12週

後 ニハ、 肉眼的 二氣管枝 及 ビ栓塞 血管 上 二、多

撒著 明 二搏 動 セル血 管網 ノ登 生 テ認 メ、(尤モ之

ノ・既 二Virchowモ 記 載 セル攣 化 デアル ト云 フ)

更 二、 肺静脈 ヲ結紮 セル場合、永 ク生存 セルモ

ノニ於 テノ・、肺 門部 ヨ リ後部縦 隔蜜 二及 ピ、廣汎

ナル特殊 ナ静脈 性血管網 ガ登 生 シ、V.Azygos

及 ビhemiazygos二 流 入 スル事實 ノアル コ トテ

認 メテヰル。

以 上 ノ事 實ノ・、肺動 、静脈共 ソノ障碍 サ レタル血

液循環 ハ、氣 管枝 血管 系 ニ ヨツテ代償 セ ラレ得

ル コ トテ示 スモ ノデアル。而 モ コ ノ際Krampf

ノ實 験 成績 ニ ヨ レバ、 ソノ代償 ノ程度 ハ動物個

罷 ニ ヨリ、 甚 ダ シキ差 異 アル コ トテ知 ル ノデア

ノレo

本邦 二於テ、武田、堀 口雨氏ハ、多撒主氣管枝

結紮家兎肺臓 ノ、晩期二於 ケル組織像 テ研究 シ、

之 ヲ基本萎縮型、萎縮不全型、浮腫型及 ビ破壊

型 ノ4型 二分チ、始 メテ氣管枝血管系 トノ關係

二留意 シテ設明 シタ ノハ、極 メテ卓見 ト云 フベ

キテアル。

今著者 ノ實験例 二就 テ肺循環 ト氣管枝血管 トノ

間ノ關係テ考慮 シテソノ所見 テ吟味 スレバ、次

ノ如 クナル。

即 チ、急速 ナル肺胞内「ガス」吸牧 ニヨツテ生ゼ

ル強キ胸腔内陰歴ノ・、肺動脈及 ビ氣管枝動脈 ヨ

リ、多量 ノ血液 ノ流入テ促 スガ、而 モ肺静脈殊

二氣管枝静脈ヘノ疏通路 ノ登達充分 ナルモノハ

直チニ適嘗二流出セラレ、肺臓 内毛細血管網ハ、

特 二著 シキ怒張轡曲テ示サズ、均等二籏張 シ、

血液 ヲ充盈 シ、肺胞ハ高度 ノ牧縮 ノマ ・留ル。

之閉鎖性「ア」ノ基本的所見ニ シテ、著者 ノ完全

牧縮型二當ル。

然ルニ、肺動脈及 ピ氣管枝動脈 ヨリノ充分 ナル

血液流入二封 シ、肺静脈、殊二氣管枝静脈 ヘノ

流出不充分ナル トキハ、高度 ノ鰐血ラ生 ジ、時

一出血 テ見、次 デ浮腫(膨 血性浮腫)テ 來 シ、肺

胞ノ・牧縮不全若 クハ籏張 テ示 ス。若 シ副行枝 ト
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シテ氣管枝静脈 ノ代償 ガ出現 ス レバ、高度 ノ鯵

血ノ・滑散 シ、浮腫 ノ・吸牧 セ ラレ、肺胞 ハ再 ビ牧

縮 性 トナル。 コノ場合、鰺 血俘腫 ノ程度 ニ ヨ リ、

牧縮 不全鰺 血浮腫型、俘腫鰺 血型及 ビ、牧縮 不

全浮腫型等 ノ亜型 テ生 ズル コ ト・ナル。

第三 二、本來氣管枝 血管 系 ノ登 達不充分 ナルモ

ノニ シテ、 同動脈 ヨ リ肺臓 内 ノ要求 二慮 ジ得 ザ

ル タメ充 血像 ラ鋏 キ、肺胞 ハ、最初 ヨリ專 ラ高

度 ノ水腫(眞 室性滲透)ニ ヨリテ 代償充」眞 セラ

レ、 ソノ吸牧 力 モ同 ジク不良 ナル タメ永 ク水腫

ノ歌態 テ縫緬 シ、終 二復蹄 セズ。 中隔及 ピ氣管

枝 上皮 細胞 ハ、氣 管枝動脈 ヨリノ榮養補給不良

ナルタメ及 ビ水腫 液 ニ ヨ リ歴迫 ノタメー、早期

ヨリ屡 ヒ萎縮攣 性 二傾 ク。之即 チ著者 ノ云 フ俘

腫型 デ アル。

以上 ノ如 ク考 フレバ、氣管枝結紮肺 ノ示 ス複雑

ナル組織學 的所 見 モ、極 メテ明瞭 二理解 サ レル。

印チ之 一 ヨリ要約 ス レバ、閉鎖 性 「アテ レクター

ゼ」肺 ハ、本來肺及 ビ氣管枝 血管 間 ノ疏通完全 ナ

ル トキノ・、末梢肺胞 内室氣 ハ完全 二吸牧 セ ラレ

タルマ マ、何等鯵 血俘腫 ヲ示 スコ トナ久 肺胞

ノ完全 ナル敗縮 テ來 ス。 コ レ基 本型 ニテ、狭 義

ノ肺 「アテ レクター ぜ」二相當 ス。若 シ雨者 間 ノ

關係 ガKonstitutionel1二 或 ハKonditionell

二不 完全 ナル場合 ニハ、 ソ ノ程度 ニ ヨリ、種 々

ナル異型(慶 血浮腫型 、俘腫型等)ヲ 探 リ。肺胞

ノ牧縮 ノ・不 全 トナル ガ之 モ廣 義 ノ 「アテ レクタ

ー ぜ」ト稻1スベ キデ アル。

著 者 ノ實験 成績 ニ ヨレ・'、コノ場 合Fleischner

ノ考 ヘル如 キ、外部 ヨ リノ所謂機械 的 ノ牧縮 阻

害作用(氏 等ハ肺臓 ノ自由ナル 牧縮 テ 妨 ゲル胸

壁 トノ癒著 等 テ考 ヘ テヰル ラシイ)等 ハ、何等 ノ

關係 ナ キコ トテ知 リ、P.Rothノ 指摘 セル今一

ツ ノ因子 トハ、恐 ラク個罷 ノ有 スル氣管枝血管

系 ノ嚢達程 度拉 ニ ソノ代償 二關係 ガ アル ト推 定

サ レルガ、是等 二關 スル實験 的謹明 ハ、更 二今

後 ノ研究 二倹 タネバ ナ ラナ イ。

m.虚 脱肺 ノ血行問題

虚脆肺 ノ血液循壌 二關 シテハ、多撒學 者 ノ研究

ガア リ、貧血設、礎血設或 ノ・ソノ中庸 読 ガ唱 ヘ

ラ レ、混沌 トシテヰル。著 者ハ舷 二詳 シク之等

ラ論述 スル ゴ トテ避 ケル ガ、今 日マデ、肺 「アテ

レクター ぜ」ノ認識 ガ不確實 デアツタタメ、漠然

ト虚脱肺 ト稗 スルモ ノテ封 象 トシテ居 タ ノデア

ル カ ラ、ソノ實験成績 ノ匠 々 タルハ當然 デアル。

又肺臓 ノ血液 循環 テ論 ズル場合 二、在來 ノ・、 ソ

ノ流血 量 ト容血 量 トテ混 同 シテヰ タ傾 向ガ アル

ガ、 コノ雨 者ハ必 ズ シモ同一 デハナ ィ。

即 チ、歴 迫肺 二於 テノ・一般 二、流血量減少 シ、

ソノ容血量 モ亦減 少 スルモ ノ ト考 ヘ ラ レル ガ、

所謂弛緩 性氣胸 ノ場合 ノ、軍一 二論 ゼ ラレナ ィ。

Cloettaノ ・高度 ノ歴迫 二非ザ ル限 リ、組織學 的

ニノ、鰺血所 見 ラ認 メ、Rankeeノ 、虚脱時
、絶封 的

容血 量ノ・減 少 スル ガ、相封的 ニハ充 血 ラ來 シ、

肺 ノ弛緩状態 ニテハ、血管ハ短縮、管腔大 トナ

リ、却 ツテ正常時 以上 ノ血液 テ有 シ鯵 血歌態 ヲ

呈 ス ト云 フ.ヂ 治衡氏 ノ・、動物 二就 テ、定量的

二肺臓 内全含有血液量 ヲ測定 シタガ、 一般 二氣

胸 肺 ハ反封側非氣胸肺 ニノ・及 バ ナィガ、弛緩性

氣胸肺 ノ容血量 テ歴迫肺 ノモ ノニ比較 ス レバ、

梢 ≧大 デ アル コ トラ謹 明 シタ.更 二、組織學 的

ニノ・、雨種氣胸肺共、静脈 管 ノ旗 張轡 血、動脈

管 ノ肥厚狭窄 テ示 スガ、毛細血管ノ・、 ソノ趣 テ

異 一 シ、前者 弛緩 肺ハ、中等量 ノ血液 ラ充 セル

ニ封 シ、歴迫肺 二於 テノ・、殆 ンド血液 テ留 メナ

イ ト云 フ。尤 モ コノ際、甚 ダ興味 アル コ トハ、

永 ク氣胸 テ縫綾 セルモ ノー、 ソノ牧縮部 二、 多

量血液 ラ充 シ強 ク鑛張 セル毛細血管網 ノ獲 生 ス

ル コ トテ記載 シテヰル コ トデアル。

一方
、閉鎖 性1ア テ レクターゼ」ノ場合 ノ・Corper,

SimonandRensch及 ビ其他 ハ、循墳 障碍 ハ存

在 スル ガ輕微 デアル トシ、CoryllosandBirn一

●
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baumハ 生禮 二於 ケ"ll・t血管造=影像 二於 テ雨側肺

二差異 テ認 メナ イ ト云 フ。 又W.Andrusハ

實 験的 左側 圭氣 管枝結紮後、早期 二蒙 ル血液循

環 障碍 ハ、極 メテ迅速且著 明 二代 償 サ レル コ ト

デ生理學 的 二謹 明 シタ.Knippingノ ・「ア」肺形

成 ノ初期 ニノ、、流血量拉 二arterielleDefizit

ノ・晩期 ヨ リモ大 デアル ト云 フ。

組織學 的 ニハ、一般 二、 「ア」肺 ノ・結紮初 期 二於

テハ、血管 ノ鑛 張充盈 ガ認 メ ラレテヰル。 ソノ

登生機轄 トシテハ、一部 ハ、呼吸運動 停止 ニ ヨ

ル慶血、反射 的充血或 ハ血管蓮動紳駿 調性充

血等 ガ考 ヘ ラレテヰルガ、多 クノ・純物 理的 ノ減

歴代償 性 ノ充 血 ト考 ヘ ラ レテヰル。

武 田等 ノ長期結紮 家 兎肺 ノ所 見 ニヨ レバ、比較

的大若 クハ中等大 ノ動脈 ノ・、壁肥厚牧縮 シ日 ト

共 二管腔狭 小 トナル。肺静脈管 ハ、大 ナルモ ノ

ハ形不整、 ソノ壁厚 ミテ加 ヘ タル如 ク、 中等大

ノモ ノノ・、切 口圓 ク血液 テ充満 ス。小 血管ノ・動

静脈共、結紮後 長期 二至 ルマ デ常 二籏張 シ、毛

細血管 モ、結紮 直後 ヨリ旗張充血 ラ示 シ、 氏等

ノ第2型 萎縮不 全型 二於 テハ強 キ怒張蛇 行 ヲ認

メテヰル。

著者 ノ實験 成績 モ大禮 二於 テ武 田氏等 ノ所 見 ト

相一致 ス。

即 チ、肺 血管 ノ・何 レモ弛緩 テ示 シ、肺動脈 ハ、

ソノ有 スル弾力 性 ノタメー牧縮 ノ・日 ト共 二著 明

トナ リ、壁 ノ・厚 ミラ加 へ、弾力繊維 ノ・檜加 シテ

見 ユ。脈管 内 ニノ・血液 テ容 ル ・モ ノ或 ノ・室虚 ナ

ルモ ノアリテ、類型 トー定 ノ關係 テ見 ズ。 肺静

脈 ノ・同様 弛緩 テ示 スガ、 ソノ断面 ノ形不 整 ニ シ

テ寧 ロ移開 シテ見工、鰺 血俘腫型 ニテノ・、結核

早期 ニノ・屡 ≧多量血液 テ充 満 スル ガ晩期 ニノ・一

般 二血 量 二乏 シク、殊 二完 全牧縮型 二於 テハ、

最初 ヨ リ室虚 ナルモ ノ多 シ。

毛細血管 二就 テハ、各類型 ニ ヨ リ大 イニ ソノ趣

テ異 ニ シ、 鯵血淫腫型 二於 テノ・上述 ノ如 久 中

隔 内毛細血管 ノ怒張轡 曲 テ呈 シ、血液 ノ健滞 テ

思 ノ・シメ、 時 二出血、浮腫 テ示 ス。之 二封 シ、

完 全牧縮型 二屍 スルモ ノノ・、 ソノ所 見特有 ニ シ

テ、結紮 當初 ヨリ中隔毛細 血管 ハ、特別 ナル怒

張轡 曲 テ示 サズ、 ヨク均等 二旗 張 シ、弛緩 セル

中隔 二從 ヒテ互 二密接 シ、 内 二充 分 ナル血液 テ

充 填 ス。一般 二血管外 ヘ ノ出血、 浮腫等 ラ認 メ

ナ イ。帥 チ血液 ノ鰐 積停滞 ト云 フヨ リモ、充満

疏 通 テ思 ノ・シメル状 態 デ アル。コ ノ型 ノモ ノノ・、

日テ追 ヒ肺胞牧縮 ノ進 行 ト共 ニ ソノ容血量 ノ・減

ズル ガ、永 ク ヨクコノ封犬態 テ失ノ・ナ イ。

即 チ、 コノ特殊 ナ肺毛細管 ノ}伏態 二就 テハ、襲

ニヂ氏 ガ長期 二亙 ル歴迫肺 二就 テ記載 セル所 デ

ア リ、武 田氏等 モ之 二注 目 シ、氣管枝 血管 ヨリ

ノ代 償性灌概 ナ ラン ト推 定 シテヰル。既 二前項、

浮 腫型 ノ場合 二論 ジタル如 ク、著者 モ コノ完全

牧縮型 特有 ノ毛細管網 ノ登達 ノ・、氣管枝 血管 ノ

代償 ニ ヨリ血液循環 ノ調 整 セ ラレタモ ノ ト考ヘ

ノレo

IV.虚 脱肺 ノ結締織増殖問題(肋 膜 炎 ノ合併)

虚 脱肺 ト結締織檜 殖 トノ・、極 メテ密接 ナル關係

テ有 シ、結核 二封 スル所謂虚脱療 法 ノ有力 ナル

治癒 機轄 ノー ツガ、 ソノ結締織檜殖 二存 スルコ

トノ・、一般 二信 ゼ ラレテヰル所 デアツテ、熊谷

教授 ノ「人工氣 胸療 法」中ニモ、氣胸肺 二於 ケル

最 モ顯 著 ナル所 見 トシテ腓 脂様組織 ニ ヨル硬 化

性攣 化 テ碁 ゲ、而 モ ソノ機 序 ノ・、肺臓 ノ弛緩乃

至歴迫 ニ ヨルモ ノデ、 歴迫 ノ強 キモ ノ程、結締

織 ノ癩痕 形成旺盛 ナル コ トテ述 ベ ラレテヰル。

實際 二於 テForlanini,Graetz,Kistler等 ノ

人膿氣 胸肺 ノ剖検所 見 テ通 魔 スルニ、肺 實質 内

結締織 ノ強 キ増殖、結核病 竈 ノ旺盛 ナ ル癩痕形

成拉 二肋膜 ノ著 明ナル肥厚 テ謹 明 シ、而 シテ肺

實質 内 ノ結締 織 ノ・)外 表部肋 膜 二近 キ部分 ガ常

二中央部 ヨリ著明 デアル貼 ヨ リ、肺 表面 二及 ブ

歴 力 ノ作 用 ガ ソノ原 因 ト考 ヘ ラ レテ ヰル。
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Warneckeモ 高度 ノ肋膜 肥厚 ト大氣 管枝及 ピ血

管周園 ノ著 明ナル結締織壇殖 テ認 メ、此鬼 ヨ リ

肺實質 内二結締織 ノ波及 セル事實 テ暴 ゲテヰル

ガ、 本例 ノ・氣胸後膿胸 ラ登 シテ増悪 死 亡 セルー

例 ノ所 見 デ アル故 二所謂虚脱直接 ノ影響 トノ・云

ヘ ナイ。 コ ノ鮎 二於 テLindblomガ 、氣胸纏績

中Infiuenzaニ テ死 亡 セル15例 ノ剖検報 告 ノ・

注 目 ノ償値 ガアル。 而 シテ彼 モ亦 多 クノ學 者 ノ

如 ク肺實質 内及 ビ結核病竈 二結締織 ノ檜 殖像 テ

謹明 シタ。 然 シ乍 ラ ソノ程度 バー般 二著 明 デナ

久 且長期 二亙 ルモ飴 リ檜加 シテヰ ナイモ ノモ

アツタ。更 二彼 ノ・コノ場合 二於 テモ同時 二肋膜

ノ肥厚 テ認 メ、殊 二滲出液 テ瀦溜 セルモ ノニ於

テ著 明 デアル コ トテ述 べ テ ヰル。尤 モ彼 ノ・肺實

質内 ノ檜殖 ノ・掲 自性 ノ機序 即 チStauungsindu-

ration及 ビKollapsindurationニ ヨノレモ ノデ

アツテ、肋膜 炎 トノ・無 關係 デ アル ト云 ツテヰル。

然 シ乍 ラ熊谷教授 ノ結締織増殖所 見 ノ記載 ニヨ

レバ、肥厚 シタ胸膜 カ ラ種 々 ノ成育期 ニ アル結

締織束 テ叢 シテ肺組織 テ貫通 シ血管壁、氣管枝

周園及 ビ病竈 周園 ラ包続 スル ト述 べ、明 カニ肋

膜 トノ關係 テ認 メテ居 ラレル。

人艦 二於 ケル所 見ノ・畢 寛結核 性攣 化 ラ合併 スル

タメ、氣胸術 ノ ミノ影響 へ 勢 ヒ健康動物 二就

テノ實験的研究 二依 ラネバ ナ ラナ ィ。

今、歴迫性氣胸時代 ノ 主 トシテ 家 兎二 於 ケル

Dunin,Bruns,Breccia及 ビTomaszewski等

ノ所 見テ見 ルニ、何 レモ著明 ナル肋膜 ノ浸潤肥

厚 テ有 シ、毎常比較的大 ナル血管及 ビ氣管枝周

園 二早期 ニノ・細胞浸潤 、晩期 ニノ・結締 織増殖 テ

示 シテヰルガ、 ソノ程 度 ノ・常 二必 ズ シモ強 クナ

イ。而 シテ大多敷 二於 テ、虚 脱部中隔組織 及 ビ

肺胞 内 ニハ何 等結締織 ノ檜 殖 テ読 明 セズ、年鹸

二亙 ルモ肺胞壁 ノ膠著若 クノ・癒著 テ認 メテ居 ナ

ilノ ・甚 ダ興 味 ガ アル。Tomaszewskiノ ・60日

生存 ノ1例 二於 テ、肺臓 内二著 明 ナル結締織 テ

認 メタガ、肥厚 セル肋膜 カラ増殖 セル結締織 が

索状 二深 ク侵 入 シ、圭 トシテ血管 テ取巻 ク歌態

テ言已載 シテヰル。

弛緩 性氣 胸肺 二就 テノ・、ヂ治 衡氏 ノ實験 ガ アル

ガ、同様 肺臓 内血管周園及 ビ氣管枝周 園 二結締

織増殖 テ認 メ、之 テPneumothoraxinduration

ト構 シテヰル。尤 モ、肋膜 ノ憂化 ノ・、弛緩性 ノ

場合 ニノ・著 明 デナ ク、歴 迫性氣胸 ノ場合 ノ・肉眼

的 ニノ・肥厚 テ認 メナイガ、組織學 的 ニノ・明 ヵ二

結締織 ガ肋膜組織 ヨ リ中隔 二沿 ヒ肺實質 内二侵

入増 殖 セル像 テ謹 明 シテヰル。更 二、佐藤 理太

郎、 田中龍 三氏等 ノ、梢 ≧長期 二亙ル健 康家兎

氣 胸肺所 見 二於 テモ、肋膜 ノ肥厚、繊維 素性物

質 ノ新生 、各 肺葉 間 ノ癒 著 テ認 メ.組 織學 的 ニ

ノ・、肋膜及 ピ肺小葉 間 二著明 ナル結締組織 ノ増

殖 ガ ア リ、此虎 ヨ リ肺胞 壁 二波及 スル状態 テ認

メテヰル。而 モ コ ノ際、肺胞 ノ牧縮 ノ・著明 デハ

ナ ィ。即 チ、氏等 ノ・、氣胸術 ソ ノモ ノガ、結締

織 ノ檜 殖 テ齎 スモ ノ ト考 ヘ テヰル。

以上、諸家 ノ剖検拉 二實験 成績 ヨリ絡括 スル ト、

氣胸 肺 二於 ケル結締織 檜殖所見 ノ・、疑 フベ カ ラ

ザル事實 デノ・アル ガ、 果 シテ ソレガ肺虚 脱(肺

「アテ レクターpt-.ゼj)ソノモ ノ ・直接 ノ結果 ナ リ

ヤ否 ヤノ・甚 ダ疑 問 トセザル ラ得 ナ ィ。即 チ、多

クノ場 合、 ソノ檜殖 ノ・間質 性 ノモ ノデ、肺胞牧

縮 ノ程度 トノ・必 ズ シモー致 セズ、寧 ロ肋膜 二於

ケル腓腿形成 トノ關聯 ノ頗 ル密接 ナル モ ノ ・ア

ル コ トテ否定 スル コ トガ出來 ナ ィ。

即 チ、弦 二於 テ、肺 「アテ レクター ゼ」ガ、果 シ

テ結締織檜殖 ノ起縁 テ促 スモ ノナ リヤ否 ヤハ、

閉鎖 性「ア」二就 テ再検討 ス レバ、始 メテ明瞭 ト

ナル。 「レ」線像 一テ、 廣汎性 「ア」肺 ノ示 ス顯著

ナル短縮所 見ノ・、從來、屡 く癩痕 性牽 引 ト混 同

セ ラレタモ ノデアル ガ、 急性 ノ場合 ニテ陰影及

ビ牽 引像 ガ迅速 二出現 清失 スル時 ニノ・、暫 ク経

過 テ追 ヒ観察 ス レバ ソノ塵別 ノ・容易 デ アルガ、

若 シ「アテ レクター ゼ」ガ、慢性、 恒久性 トナ ツ

タ場合 ニハ、 必 ズ シモ明瞭 デナ イ。

過 去 二於 テノ・病理 解剖學上 二於 テモ、肺 「ア」ノ・、

一般 二炎症性疾患 ノ後遺状態 トシテ所 謂Karn -

ifikationト 混 同 セ ラレテヰタモ ノデ アルガ、元

來 、成書 ニ ヨレバvKarnifikationナ7Lモ ノノ、、
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肺 炎等 ノ滲 出物 ノ吸牧 ガ何 カ ノ原 因ニ テ逞延 シ

タ トキ、 之 テ修 理 スル意味 ニテ、肺胞壁及 ピ氣

管枝周 園 ノ結締 織 ヨ リ肉芽組織 ガ肺胞 内 二侵 入

シテ生 ズル有機化 現象(intraalveolEreOrgani。

sation)デ ア ツテ、 「アテ レクター ぜ」トノ・、肉眼

上筋 肉様 ノ色調 ト硬度 ラ有 スル 鮎 二 於 テ 甚 ダ

類 似 シテノ・ヰルガ、 翫 二約100年 前 、Joerg,

1、egendreu.Bailly等 ノ精 細 ナル観察 ニ ヨツ

テ劃然 ト匠別 サ レテヰル モ ノデ アル。然 ルニ近

時、誤 レル盧脱観拉 二不純 ナル實験的研究 ニヨ

ツテ再 ピ混 同 セ ラレタル カ ノ感 ガ アル。

Coryllosu.Birnbaumノ ・、肺結核蜘 木二於 ケ

ル「ア」研究 ノ第一人者 デ アルガ、氏等 ノ・「アJ肺

二見 ル結締 織檜 殖所 見 テ極 メテ重要覗 シテ、 コ

レノ・、 「ア」ラ登生 セ シメ タ原 因 デナ ク、「アテ レ

クター ゼ」コソ、直接 肺臓 内結締織檜殖 テ惹起 ス

ル重 要 ナル因子 ナ リ ト唱 へ、 ソノ原因 テ「ア」肺

二於 ケル酸素鋏 乏血(anoxiEmie)二 蹄 シテヰル。

又、實験 的 二氣管枝 テ結紮 セルNissenノ ・、 ソ

ノ所謂虚脱型及 ビ氣管枝瀦溜型共、 結締織檜殖

テ認 メ、前者 二於 テノ・、血管外層 ヨリ出登 シテ

中隔組織 内 二進 入 スル 所謂 間質 性増 殖 デアツ

テ、例外 的 二肺胞 内二肉芽組織 テ形成 スルモ ノ

ザアル ト云 ヒ、後 者 二於 テノ・、経過 ト共 二氣管

枝 周園及 ピ小葉間組織 ヨリ登 スル肺胞 内 ノ結締

織檜 殖即 チ肺胞 内有機化 テ認 ノテヰル。然 シコ

ノ際、 雨型共肋膜 ノ肥厚 ノ・認 メナイ ト云 フ。

之等 二封 シ、襲 二武 田、堀 口雨氏(1935)ノ ・、武

田氏 ノ所謂肋膜外氣管枝結紮 法 ニヨ リ陥 ラ シメ

タル「アテ レクター ゼ」肺 ニノ・長期 即 チ年絵 二亙

ルモ何等肺實質 内 ノ結締織檜 殖及 ビ肺肋膜 ノ肥

厚 等 ノ所 見 テ認 メナカ ツタ コ トテ報告 シタガ、

著者 ノ成績 二於 テモ亦、組織學的 二同氏等 ノ所

設 テ肯 定 スルコ トガ出來 タ.

同年(1935)11月 ノ ドイツ署學會(Tagungd.

Rheinisch-Westf乞lischenTuberkuloseVerei-

nigunginDUsseldorf)ノ ・、 「アテ レクター ぜ」

二關 シ論議 セ ラレタガ、席 上Prof・Huebsch-

mannノ ・、 「ア」肺 ノ・本來 再伸展 シ含氣 性 トナル

モ ノデアル ガ、肺胞壁 ガ密接 シテヰル タメニ如

何 ナル炎症 ニテモ其庭 二現 レル ト甚 ダ容 易 二有

機化 スル傾 向 ガ アルモ ノデアル トシ、之 テKol・

lapsindurationト 稻iス トi述ベ テヰル。 又本年

(1937/1月 、Prof.且.Alexanderノ ・、誌 上 二

於 テ「アJト 結締織 問題 二就 テ言及 シ、次 ノ如 ク

記載 シテヰル。印 チ、 最近 二至 ツテ、肺 「アテ レ

ク ター ぜ」ノ・、必 ズ シモ常 二肺組織 テ荒 慶 二陥 レ

ル モ ノデナ ク、年絵 二亙 ル虚脱後 ニモ、 ソノ健

常 ナル部分 ノ・再 ビ含氣 性 トナ リ呼 吸 テ螢 ミ得 ル

コ トテ知 ツタ。然 シ乍 ラ、脾臓檬 化 セル肺臓部

ノ・炎症性憂化 ノ最 モ ヨキ培地 デアル ヵ ラ、荷 モ

炎症性要 素(entztindlichesKomponent)=が 之

二加 ハル ト、肺胞 上皮 ノ剥離、肺胞 内肉芽組織

ノ檜殖 テ誘 褒 シ、弦 一 癒痕性萎縮(narbige

Schrumpfung)及 ピ氣管枝櫨張 テ登生 スルモ ノ

デアル ト。

要 之、極 メテ最近 二至 ツテ、肺 「ア」ノ・、本來 ソ

ノモ ノ トシテノ・何等結締織 テ檜 加 スルモ ノデノ・

ナ ク、之 二何等 力炎症 性要素 ガ加 ノ・ル ト結締織

檜殖 ガ出現 スル主 ノデアル コ トガ再認識 サ レテ

來 タ。

コノ見地 ヨリ見 ル ト、Coryllosu.Birnbaum

ガ犬 二就 テ ノ経 口的 「ゴム」球栓塞 ニ ヨル實験 成

績 ノ・、實験 者 自身 ガ懸念 シ、又組織學 的拉 二細

菌學的所 見 ガ實謹 セル如 ク、 明 カニ細 菌性感染

ノアツタ事 ラ否 定 スル コ トガ出來 ナ ィ。Nissen

ノ・、氣管枝結 紮 ニ ヨツテ氣管枝 内 二多量 白血球

性瀦溜物 テ認 メ、 ソレガ非 炎症 性 ノ産物 ナル コ

トテ主張 スルモ ノデ アル が、同氏 ノ記載 スル結

締織増殖 ノ原因 ガ如何 ナル機序 ニ ヨルモ ノナル

カノ・實験 例少撒 ニテ直 チニ論 断 スル コ トノ・出來

ナ イガ、i妙 ク トモ、 氏 ノ實験 方法 ガ開胸 的操作

デ アル以 上、肋膜侵襲 ノ影響 テ除外 スル コ トガ

出來 ナ ィデア ラウ。

抑 モ肋膜 ノ・、腹膜 同様、如何 ナル侵襲 二封 シテ

モ甚 ダ鋭敏 二反磨 スルモ ハ 如 ク、 如何 二無菌

的 二操作 スル モ繊維 素 ノ沈著、次 デ結締織 ノ檜

殖更 二進 ンデ腓脂形成 二陥 ル場合 アル コ トノ・想
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像 二難 クナ イ所 デ アル。尤 モ コノ際、 ソノ反磨

ノ程度ノ・動物個膿 ニ ヨリ甚 シキ差異 ゲアル様 デ

アル ガ、何 レニ スルモ、氣胸術 ノ場合 ノ「ガス」

充填 ニヨツテ蒙 ル不断 ノ刺戟、或 ノ・開胸手術 ニ

ヨル機械 的侵害等 ノ・、必 ズヤ常 二肋膜 テ刺戟 シ、

其庭 二褒 生 セル結締織性反慮 ガ、肋膜 表面 ヨリ

更 二肺小葉 間隙、血管 氣管枝周 園 テ経 テ間質性

二肺胞 中隔 ニマデ到達 スルモ ノ ト考^}ラ レル。

斯 ノ如 列曾殖 セル結締織 ガ結核病竈 テ包園 シ、

ソノ治 癒 テ促 スニ至 ル コ トノ・結核治療 上最 モ望

マ シキ現 象 デノ・アルガ、 ソ レノ・間接的 ノ数果 デ

アツテ、 「アテ レクター ゼ」直接 ノ作 用 ト見ル コ

トノ・出來 ナィ。 即 チ、 ソレノ・何庭 マ デモ、ヂ氏

ノ言葉 テ借 リテ云 ヘバ,,Pneumothoraxindu-

■ation``デ ア ツテ,,Koliapsinduration``デ

ノ、ナ ィ。

眞 ノ「アテ レク ター ゼ」一ノ・、何等 肋膜 炎 ノ合併

テ見 ナ イコ トノ、、 銑 二Legendreu.Barlly

ガ指摘 シタ所 デ アルガ、極 メテ最近、P・Roth

(1937)ガ 、 多年 ノ臨抹経験 カラ、 「ア」肺 ノ・、成

立後年絵否10年 籐 二及 ブモ、大多敷 二於 テ人工

氣胸 ガ可能 デアル ト云 フ事實 ノ報;与 ニ ヨツテモ

知 ル ゴ トガ出來 ル。

著者等 ノ・、武 田氏 ノ創 案 セルー一新術式 ニ ヨリ何

等肋膜 二燭 レル コ トナ ク登 生 セル 輩純 ナル「ア

テ レクター ゼ」肺 二於 テノ・比較 的長期 二亙 ルモ、

肺實 質 内及 ビ肋膜 二何等結締織 ノ檜殖 テ來 スモ

ノデノ・ナ イコ トラ實験 的 二謹 明 スル コ トガ出來

タ。

V.氣 管枝 内瀦溜問題

主氣管枝結紮後、 末梢氣管枝 ノ蒙 ル攣 化ノ・、極

メテ著 明 デアツテ、何 レモ極 メテ短時 間内 二高

度 ノ牧縮 テ來 スガ、其後、長期 二亙 ツテ何等特

別 ナル分泌物 ノ瀦溜 テ見 ナ イモ ノ ト、高度 ノ細

胞性滲 出物 テ瀦溜 シ、反 ツテ管腔 ノ旗張 テ來 ス

モ1ト ガ アル。

軍純 ナル牧縮 テ示 スモ ノノ・、小氣 管枝 ノ・全膿 ト

シテ強 ク牧縮 シ、 上皮 細胞 高 サテ檜 シ、一見分

泌腺 ノ排泄管 テ見ル感 ガアル。 比較 的大 ナルモ

ノノ・、 ソノ断面菊花状若 クノ・棘枝状 テ呈 シ、大

ナル氣管枝 二於 テモ著 シク牧縮 シ、 内面鐡髪 二

富 ム。

・次 二結紮肺 二於 ケル氣管枝 内瀦溜 二關 シテノ・
、

文献 ラ見ル ト、 既 二1879年Lichtheimノ ・、實

験 的 二氣管枝 ラ閉鎖 スル ノ ミーテ何等感染 ナ ク

トモ重篤 ナル 肺膿瘍 ノ登生 スル コ トテ 述べ、

Nissenノ ・、氣管枝 内 ノ瀦溜 物 ニ ヨリ「ア」肺 テ2

ツ ニ分 チ、圭 トシテ多核 白血球 テ充 スモ ノテ重

要覗 シテヰル。武 田氏等 モ、圭氣管枝結紮後屡 ≧

肺 二強 キ白血球性浸潤 及 ピ氣管枝 内二粘液 及 ビ

自血球 テ充 シ氣管枝横張像 テ呈 スル モ ノ・アル

コ トテ言已載 シタ。

極 メテ最近、T.Weinberg(1937)ノ ・、家兎22頭

二就 キ氣管枝栓塞 ニ ヨツテ2-8週 ノモ ノ10頭

二於 テ、膿 性分泌物 テ内容 トスル氣管枝櫨張 テ

登 生 セ シノタ.

著 者 ノ・、室氣 管枝結 紮家 兎50頭 ノ内、21例(42

%1二 於 テ氣管枝 内二 肉眼的蚊 二 組織 學的 二種

々ナル程度 ノ白血球 性物 質 ノ瀦 溜 テ認 メタ。 ソ

ノ頻度 ノ・、大 膿武 田氏(48.5%)及 ビWeinberg

(45.5%)ノ 報 告 トー一致 スルガ、梢 く低率 デアル。

斯 ノ如 キ白血球性物質 ノ瀦 溜 ノ原 因 一 關 シテ

ハ、細菌感染 ニ ヨル炎症性 ノモ ノ ト考 ヘルモ ノ

(Weinberg)ト 、 之 ラ首肯 セナ イモ ノ(Nissen)

トガ アル。

Weinbergノ 記 載 ヲ見ル ト、閉塞後6-48時 間 ノ

モ ノニ、氣管枝 周園 二輕度 ノ白血球浸潤及 ピ充

血 テ認 ノ、2-3週 後 ノモ ノニノ・、氣管枝及 ビ毛

細氣管枝 ノ膿 性滲 出物 ニ ヨル籏張拉 二肺實質 内

所 々二梢 ヒ稠 密ナル白血球 性集團 テ謹明 スル。

更 二閉塞 第7週 二艶 死 シタ1例 二於 テハ、 肉眼

的 二肋膜下 二多撒 小膿蕩 竈 ノ登 生 テ認 メ、割面
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二於 テノ・スベ テ ノ氣管枝 ノ・内二膿 性滲 出物 テ充

シテ旗 張 シテヰル。

組織 學的 ニノ・、肺胞 ノ・完全 ナル牧縮 テ示 シ、肺

胞 壁 二充 血、 白血球浸潤 テ認 メ、少撒 實質 内 二

小 ナル膿瘍 テ謹 明 スルガ、 限局性 ニ シテ周園 ト

ノ融合 テ認 メナイ。大氣管枝 ノ・著 明 二鑛張 シ、

ソ ノ上皮 細胞 ノ・多少攣性 テ示 ス。其他 凡 テ ノ氣

管枝及 ビ大多撒 ノ毛細氣管枝 ノ・同檬滲 出物 ラ瀦

溜 シテ憤 張 シ、管壁 ノ・鍛髪 ヲ失 ヒ李滑 トナル ガ、

毛細氣管枝 ノー部 ニノ・術虚脱 テ呈 スル モ ノテ見

ル ト云 フ.

Weinbergノ ・、以上 ノ所 見 ヨ リ、閉塞 栓子 ノ・植

物性種子 デアル ガ、無菌的 二虎置 セル モ ノデ ア

リ且、経氣道 性栓 塞 デ アル故 二、外來性 ノ感染

ノ・否 定 スル コ トガ出來 ルカ ラ、恐 ラク氣管枝 閉

塞 ノタメ、氣管枝 ノ・ソノ感染 防禦作 用 ラ低下 シ、

加之、肺臓 ハ細菌 ノ畿育ヒ封 シ理想的 ノ培 地 テ

醸 成 スル タメニ、 既 二以前 ヨ リ潜在 セル病原菌

ガ弦 二毒力 テ増 強 シタルモ ノーテ全 ク禮 内性感

染 ニ ヨルモ ノ ト考 ヘテ ヰル。然 シコ ノ際作用 ス

ル菌種 二關 シテノ・特 二記載 ラ鋏 イテヰル。

武 田氏等 モ、氣管枝 内瀦溜 ト上氣道 二於 ケル加

答 見性炎症 トノ密接 ナル關係 テ認 メ、手術前鼻

加 答見等 テ有 スル動物 テ避 ケル コ トニ ヨッテ著

シクソノ頻度 ラ砂 ク シタ ト云 フ。

一方Nissenノ ・、 ソノ原 因ノ・未 ダ不 明 デノ・アル

ガ、斯 ル分 泌物瀦溜 ガ結紮後3-14日 マ デ檜 加

シ、 ソノ後 バー定度 ニテ停 止 シ、長期 二亙 ルモ

何等肺組織 内一 浸潤崩壌 ノ傾 向 テ認 メナ ィ コ

ト、叉常 二無菌 性 デ アル黙 カ ラ、炎症性 ノモ ノ

デノ・ナ イ ト考 ヘテ ヰル。

今Coryllosu.Birnbaumノ 實験 的氣管枝 閉

塞 肺 ノ成績 テ見 ル ト、最 モ多 イ合併症 トシテ、氣

管枝 ヨ リ傳播 セル禰 蔓性 ノ化膿性肺炎 テ暴 ゲ、

又 急性滲出性肺炎、Influenza二 見 ル急性 出血

性肺 炎及 ビ定型的 ノ氣管枝 肺炎 等 テモ謹明 シ、

ソ ノ登 病 ノ時期 ノ・24時 間 ヨ リ6日 二 至 リ種 々

デアル。 又最 モ多 イ細菌 ノ・、葡萄歌 拉 二連鎖歌

球菌、大腸菌 及 ビ嫌氣性菌等 デアツタ ト記載 シ

テヰル。之等ノ・、明カニ外來性 ノ細菌性汚染 ニ

ヨル合併症 ト見ルコ トガ出來ル。

扱、著者 ノ結紮肺 二於 ケル瀦溜所見テ見ルニ、

屡 ≧主 トシテ肺葉末端部 ノ肺胞内二於 テ、種々

ナル程度 ノ多核白血球性滲出物 テ謹明 シタガ、

ソノ周園 ノ肺胞中隔 二於ケル炎症性浸潤 ノ・特二

著明ナラズ、又禰蔓融合性 トナ リテ肺胞壁テ侵

スモ ノモ稀 ニ シテ・多クノ場合滲出物ノ・全 ク肺

胞内二瀦溜凝固 セル像 テ呈 シテヰル。標本 ノー

部二於 テ、滲出物ガ、毛細氣管枝部 ヨリ肺胞内

二移行 スル所見テ謹明スルコ トガ出來 タ。叉氣

管枝内二滲出物 テ瀦溜 シテヰテ、肺實質 内二何

等斯 ノ如 キ細胞性滲出物 ラ認 メナイ場合 モア

ノレo

即 チ、是等 ノ所 見 ヨリ、肺臓 内二於 ケル白血球

性浸潤 ノ・、 明 カニ肺膿瘍 ノ如 キ細菌感染性 ノモ

ノト異 リ、所 謂氣管枝 肺 炎 ト構 スベ キ像 ナ ラ ン

モ、何 レニスルモ ソノ肺胞炎 ノ産物 二非 ズ シテ、

上方氣管 枝 ヨ リ登生 セル モ ノガ、垂 下鯵 滞 シ、

牧縮 セル肺胞 内 テ充填憤張 セルモ ノ ト考 ヘ ラレ

ノレo

更 二、氣管枝 ノ歌態 テ見ル ニ、 一般 二、分 泌物

テ高 度 二瀦 溜 セルニ拘 ラズ、氣 管枝 周園及 ビ附

近血管 二於 ケル細胞性浸潤 、即 チ所謂 炎症性浸

潤 ヲ示 スモ ノノ・、極 メテ稀 ニ シテ、全瀦溜例21

頭 中、僅 力2例 二於 テ之 テ認 メタ ノミデ アル。

又、一般 二、氣管枝 上皮細胞 ノ・、 比較的 ヨク保

存 サ レ、殊 二中等大及 ピ小氣管枝 二於 テノ・、分

泌物 テ充填 スル ニ拘 ラズ、 ソノ細胞 ノ・扁ZFト ナ

ラズ、寧 ロソ ノ高 サテ増 シテ ヰル。 之 二封 シ、

比較的大 ナル氣管枝 二於 テノ・、 ソ ノ上皮 細胞 ガ

方形若 クノ・扁卒 トナ リ、 ヨク繊毛 テ備 フルモ、

稽 ≧憂 性像 テ示 スモ ノガ アル。又 コノ部分 二於

テ ノミ、 ソノ氣管枝周園組織 ヨリ、氣管枝壁 テ

貫 キ、 多籔循 「エ オ ジン」嗜好 性多核 白血球 ガ個

々拉列浸潤 遊走 シ、上皮細胞列 間 テ通 シ、管腔

内二i遊離 スル状態 テ謹明 セラ レル揚合 ガ アル。

斯 ノ如 ク著者 ノ場合ノ・、一般 二、特 二血管 周園

ノ細胞浸潤 ラ読 明 セズ、且小氣管枝 ニノ・寧 ロ異
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常 ナ ク、 比較 的大 ナル氣 管枝 壁及 ビソノ周園 ニ

ノミ多核 白血球 ノ浸潤 遊走 テ示 スモ ノ ・アル貼

等、尋常 ノ氣管枝 炎 ト梢 ≧趣 テ異 ニ シテヰル。

今 、氣管枝瀦溜例 ノ畿 生 テ、手術後 ノ経過 二從

ツテ観察 スル ト、(第 皿表参照)、結紮後1-2日

ノ初 明ニモ,既 二之 テ認 メル ガ極 メテ砂 ク(18.2

%)梢 気遅 レテ3日 一ノ、、急 二檜加 シ、ソノ牛撒

以上(57・1%)二 獲 生 シ、7日 頃 マデニ瀦 溜 スベ

キ モ ノノ・瀦溜 シ、其後 ノ・特 ニソ ノ頻 度 テ塘 加 セ

ズ。 ソ ノ程度 モ、實験 末期 ノモ ノニ極 メテ高度

ノモ ノガ アルガ、屡 ≧梢 ≧早期5-7日 頃 二於 テ

モ、銑 二相 當高度 二達 シテヰル。

即 チ、是 等 テ細菌感染性 トスルニノ・、 ソノ叢生

ガ梢 ヒ晩 キ感 ガ ア リ、一定 度 二達 シテ後 ノ・停 止

シ、周園組織 ノ浸潤 崩壊 テ來 ス如 キ傾向 テ見 ズ、

叉組織蚊 二塗抹標 本及 ビ培 養試験 ニ ヨルモ、常

二無 菌性 デアル黙等 二於 テ
、一致 シナ イ。

然 ラバ、非感染 性 ト入レバ、 ソ ノ成 因ハ如何。

氣管枝閉塞 ノタメー 蒙 リタル機 械的異常刺戟

が、氣管枝 分泌 充進 テ促 シ、之 ガ排泄不能 ノタ

メニ高度 ノ瀦溜 テ來 スコ トノ・、一見 自明 ノ事實

デアル。然 シ乍 ラ、斯 ノ如 キ純 機械 的 ノ刺戟 ノ・、

結紮例 ノ凡 テニ共通 デ アル筈 デ アルガ、實際著

者 ノ例 二於 テモ、 ソ ノ牛数以上(58%)ノ ・、比較

的長期 二亙 ルモ 何 等氣 管枝 内 二 瀦溜物 テ 認 メ

ズ、肺胞 同様、殆 ン ド完全 ナル牧縮状態 テ示 ス

モ ノ・アル コ トノ・、寧 ロ甚 グ奇異 トスル所 デ ア

ッテ、氣管枝 内瀦溜 ノ要因 ノ・、氣管枝 閉鎖 ソ

ノモ ノニ 非 ズ シテ、被 閉鎖 肺 自膿 ガ 内 二持 ツ

Konstitutionell若 クノ・Konditionellノ 因子 ニ

ョル、 ソノ分泌性拉 二滲 出性機轄 ノ異常 デアル

ト考 ヘネバナ ラナ イ。

更 二著者 ノ例 二於 テ、 「アテ レクター ゼ」肺所 見

ト、氣 管枝瀦 溜 トノ關係 テ見ル ト、次 ノ如 クナ

ノレo

結紮肺所見 結紮例数 氣管枝瀦溜例販 頻度(%)

浮 腫 型11872.7

雀血 浮腫型17631.1

完全牧縮型19421.1

即 チ、浮腫型 二属 スル モ ノ最 モ多 久 馨 血俘腫

型之 二次 ギ、完全牧縮型 二・・最 モ砂 イ。

Nissen・ ・、 ソ ノ實験 ノー部 二於 テ、氣管枝 ト

同時 二氣管枝動脈 テ結紮 スル ト、氣 管枝 内瀦溜

ガ檜強 シ、肺全膿 ガー ツ ノ膿嚢 ラ形 成 スル コ ト

テ怒釜験 シテヰル。

浮腫 型 ノ成立 ガ、著者 ノ推 定 丈ル如 ク、氣管枝

血管 ノ叢達拉 ニ ソノ代償機能不全 ニ ヨルモ ノ ト

スレバ、 コノ場合斯 ノ如 キ血管 ニ ョツテ養 ノ・ル

ル氣 管枝 ノ・、 ソノ壁夙 二被刺戟 性 二富 ミ、容 易

二細胞滲出性 二傾 キ、高 度 ノ滲 出性物 質 ノ瀦溜

テ來 スコ ト最 モ多 キノ・當然 ト考ヘ ラレル。

VI.非 虚脱側肺問題

實験動物 二於 テ、一側 主氣管枝 テ閉鎖 シテ、急

激 二同側肺 テ全 ク呼吸作用 ヨ リ遮断 スルモ、何

等特別 ナル支障 テ來 サナ イコ トノ・驚嘆 二値 スル

所 デ アツテ、 之ノ・圭 トシテ、反封側肺 ガ直 チニ

極 メテ旺 盛ナル代償機能 テ獲揮 スル コ トニ依 ル

モ ノデアル。

肺結核 ノ種 々 ナル萎縮療法 ノ際、反封側肺

一及 ボ ス影響 如何 ノ・、 コ ノ優 秀 ナル治療 法 ノ適

磨 テ決定 スル上 二重 要 ナル問題 デアツテ、 一般

ニハ、反封側肺 ノ・、 一側肺 機能慶絶 二件 ヒ過重

ナル員澹 テ受 久 其庭 二潜 在静止 セル病竈 ノ、刺

戟 セ ラレ、再燃若 クノ、檜悪 スルモ ノ ト考 ヘ ラ レ

テヰル。然 シ乍 ラ、實際 ニノ・、重 患側肺 ノ盧脱

ガ、反 ツテ同時 二反封側肺 ノ病攣 テモ輕快良好

二導 ク場合 ノアル コ トモ 糸璽験 セ ラレテヰル
。

(E.Fraenkel,A.Baer,W.Neumann,Bra-

uer)

扱 、 急 性 二登生 セルー側肺 ノ廣 汎性 「アテ レク

ター ゼ」二於 テノ、、 ソノ際増 張 セル 胸腔 内陰歴

ノ・、取敢 ヘズ、胸腔諸臓 器 テ牽 引 シテ胸腔容積
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テ狭小 ナ ラ シメル コ トニ ヨリ之 テ代償 セ ン トス

ル ガ、間 モナ ク、反封側 肺 二向 ツテ、室 間充填

的 二、又機能代償 的 二大 ナル要求 テ呈 スル ニ至

ル モ ノ ァ ア ル 。

著 者 ノ主氣管枝結紮實瞼 所見 ヨリ見 ルニ、非結

紮 側肺 ノ・先 ヅ、結紮後3日 ノモ ノニ、肺葉周縁

部 二肉眼 ニテ見得 ル肺胞旗 張 ラ生 ジ、第5-7日

二於 テハ、肺臓 ノ・全罷 トシテ著 シクソノ容積 テ

増大 シ、甚 ダ含氣性 二富 ミ、開胸時全胸腔 ヲ充

満 スル。

少 数例 二於 テ、上、 中葉 ノ先端部 ガ、限局性 二

著 シク膨 大延長 シテ、前縦隔賓 内 ニテ心嚢 ノ前

面 ラ正 中線 ヨ リ越 エテ結紮側 二臨 マ ン トスルモ

ノヲ見 タ.Fleischner(1934)ガ 報 告 セル喀血後

左 肺 二 登生 シタ廣 汎性肺 「ア」ノX線 像 ヲ 見 ル

ト、 「ア」側 ニテ心臓部 陰影 二接 シ、牛 月形 ノ明

澄部 ヲ認 メル モ ノガ アル。原著 ニハ何 等記載 ノ・

ナ ィガ、恐 ラク之ノ・斯 ノ如 キ反封側右肺 ノ肺葉

先端部 ノ肥大膨脹 ニヨルモ ノデノ・ナ ィカ ト推定

サ レル
o

コノ際、家 兎 二於 ケル最 モ顯著 ナル反慮 ノ・、縦

隔寳葉(MediastinallapPenod.CardiallapPen)

ノ代 償性肥大 デアル。元來 、 コノモ ノノ・右肺 ノ

副肺葉 トシテ肺 門部 ヨリ分離 シ、正常 ノ場合 ニ

ノ・、心臓 ノ背部、脊柱 ノ前部 二介 在 スル小肺葉

デ アルガ、左側 圭氣管枝結紮後 ノ・、既 二第3日

ニ シテ、何 レモ梢 丸著 明 二肥大 ラ示 シ、 日 ト共

二全膣 トシテ著 シク増大 シ、第7日 群 中 ニノ・、

掲立 セル大 ナルー肺葉 トシテ登達 シ、縦 隔膜 テ

被 リタルマ ・、正 中線 ラ越 エ テ、結紮側胸 腔 内

二居 テ移 シ、虚腕肺 ヲ ヒニ乗 セ、自 ラノ・ソノ下葉

ノ位 置 テ占ムル モ ノアル ラ見 タ。(附 圖 皿参照)

臨 躰 的 二G.F.Bumeガ 、 右 上葉 テ畿 セル、

大 葉性 「アテ レクター ぜ」二、人工氣胸 テ施 シタ

ル所、 上葉 ノ著 明 ナル萎縮 ト共 二、 同側 下葉 即

チ非盧脱部 肺葉 ガ、代 償的 二膨隆 シテ全 ク肺 炎

部 二到達 セル コ トラ、X線 像 二就 テ謹 明 シタガ、

之 ト相照合 シ、非虚脱肺葉 二於 ケル代 償作用 ノ、

極 メテ旺盛且 巧妙 ナルニ驚 ク許 リデアル。

扱文献 テ徴 スル ニ、斯 ノ如 キ非虚脱肺部 、若 ク

ノ・、反封側肺 二於 ケル肺胞 ノ代償性旗張 ノ・、 一

般肺氣 腫 二見 ル如 キ他動的伸展 デノ・ナ クテ、除

、々 二登生 シタ能 動 的 ノ眞實 ノ肥大(echte且yp-

ertrophie)デ アル ト云 ノ・レテヰル。 即 チ、隔壁

ノ菲薄断裂 一 ヨル肺胞 ノ融合所 見 テ見 ズ、 中隔

ノ、、反 ツテ厚 ミテ檜 シ(Jores,Nissen),イ タ リ

ー學 派(DeBernardis ,MeR.Bracco)ノ 記載

ニ ヨ レバ、 常 二弾力要素 ノ容積拉 二撒 ノ著明 ナ

ル増 加 テ認 メル ト云 ヒ、Nissen,P.Rothモ 、

之 テ肯 定 シテヰル。

又、實験 的氣胸 家兎 二於 テモ0.Bruns,Tom-

aszewski等 ノ・同様、反封側 肺 二 見 ル 肺胞旗張

ハ、隔壁 ノ断裂 浦失 テ來 ス如 キ、眞 ノ肺 氣腫 ノ

攣 化 ノ・稀 ニ シテ、肺 ノ 且ypertrophieラ 認 メ、

Brunsノ ・、 之 テ、 代償性氣腫(Vikarierende

Emphysem>ト 稔 シテヰル。 然 シ省、 同氏ノ・、

比較 的長 ク生存 セル モ ノニノ・、斯 ル慶化 テ認 メ

ズ トナ シ、又ヂ治衡氏 ノ所 見 ニ ヨ レバ、歴迫氣

胸 ノ場 合 ニノ・、著 明 ナル充 血及 ビ肺氣腫(殊 二周

穆部 二於 テ)ラ 認 メ、弛緩 性氣胸 ノ場合 ニノ、、多

少 ノ充血及 ビ輕度 ノ氣腫 テ示 シ、 ソノ肺胞 中隔

ノ・、肥厚 シ、肺胞 上皮細胞 二檜殖 ヲ認 メテヰル。

今、著者 ノ主氣 管枝 ラ結紮 シ、 一側 肺 ラ、急性

二廣汎性 「アテ レクター ゼ」二陥 レタル場合 二於

ケル、反封側肺 ノ組織學的所 見 テ 見ル ト(第 皿

表)、 結紮後 ノ経過 ニ ヨ リ、其攣化 テ異 ニスルコ

トテ知 ツタ.

即 チ、結紮後1-2時 間 一ノ・、肺胞 ハ急激 二膨大

シ、周縁部等 二限局性 ノ中隔噺裂 テ示 スモ ノガ

ァルガ、第3-4日 頃 マデノ・、肺胞 ハ全燈 トシテ

中等度 ノ横張 ラ示 シ、肺胞 中隔 ノ・一般 二梢 ≧著

明 二肥厚 テ示 ス。之 ノ・、 主 トシテ、毛細血管 ノ

著 明 ナル充 血、組織 内浮腫及 ビ中等度 ノ細胞性

浸潤 ニ ヨルモ ノデ アツテ、特 二弾 力繊維 ノ肥大

檜加等 ノ所 見ノ・認 メナ カツタ。更 一、結 紮第5

日以後 ニナル ト、 肺胞 ノ籏 張 ハ 日 ト共 ニー層高

度 トナ リ、肺胞 中隔 モ極 メテ菲薄 トナ リ、第14

日群 二於 テノ、、屡 篭高度 ノ断裂 テ認 メ タ。從 ヅ
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テ、 ソ ノ弾力繊維 ハ甚 ダ繊弱 トナ リ、断裂 サ レ、

所 々二太 キ断片 トシテ存 シ、 同時 二毛細血管網

モ、甚 シク荒蕪 サ レテヰル。

爾 、氣管枝腔 ノ鑛張 ノ・、極 メテ著 明 ニ シテ、結

紮後 読 二1時 間 ニテ、梢 く圓味 テ帯 ビ、第2時

間 ニノ・、 上皮細胞 二扁ZFノ 感 アリ、第4時 間 ニ

ノ・、 内面 ノ敬髪 テ失 ヒ、断面不規則 トナル。第

5日 以後ノ・、愈 ヒ高度 ノ鑛 張 テ示 シ、管腔 圓形、

壁菲薄 、 内面 ノ鍛髪 ノ・全 ク清失 シ、上皮細胞 モ

著 シク扁ZFト ナル。

要之、閉塞後極 メテ短時間 内二於 テノ・、肺胞 ノ

ー部 二急性膨脹 テ來 シ
、周縁部 二於 テ中隔 ノ断

裂 スルモ ノガアル ガ、次 イデ間 モナ久 肺胞 ノ

籏張 ト同時 二、 中隔 ノ肥大 テ謹 明 スル。然 シ乍

ラ、結紮後長期 二亙 ル トキニノ・、肺胞 ノ籏張 ノ・

高 度 トナ リ、終 二中隔菲薄断裂、眞 ノ肺氣腫 テ

構成 スル。而 シテ、結紮初期 二於 ケル中隔 ノ肥

大 ノ・、圭 トシテ、血管系 ノ調節 ニヨル モ ノデ、

一部 細胞性檜殖 テ認 メル ガ
、文献 二見 ル如 キ、

揮 力繊維 ノ特別 ナル壇殖 等 ノ所 見ノ・認 メナ カツ

タ。 是等 ノ・、恐 ラク 登生 セル 肺 「アテ レクター

ゼ」ノ速度 ノ程度及 ビソノ持績期 間等 二 關係 λ

ルモ ノデ アラウ。

第五章 結 論

健常家 兎50頭 二就 テ、武 田氏法 ニ ヨ リ、 ソ ノ左

側圭氣管枝 ラ肋膜外 二於 テ結紮 シ、雨側肺臓 ノ

病理解剖學的攣化 テ、種 々 ノ時期 二於 テ追求観

察 シ、次 ノ結論 テ得 タ.

(1)圭 氣 管枝結紮側肺 ノ・、手術後1時 間 ニ シテ、

既 二肉眼的 二完全 ナル廣汎性 「アテ レクター ゼ」

二陥ル
。

(2)手 術 後 比較的早期、EPチ5-7日 ノモ ノニ於

テ、臨林 上急性廣汎性肺 「アテ レクター ゼ」二特

有 ナル他魔的徴候、即 チ患側胸廓 ノ短縮、肋 間

腔 ノ狭 小陥浸、縦 隔賓臓 器殊 二心臓 ノ患側偏位、

及 ビ横隔膜 ノ碁 上等 ヲ護 明 シタ.

(3)圭 氣 管枝結紮側肺 ノ・、 肉眼的 子ノ・何 レモ等

シク無氣 性 デアル ガ、組織學 的 ニノ・必 ズ シモ輩

一 ナル攣 化 デノ・ナ ィ
。

(4)圭 氣 管枝 結紮側 肺 テ、 ソノ組織學 的所 見 ニ

ヨ リ、次 ノ3型 二分 ツコ トガ出來 タ。

a.終 始肺胞 ノ完全 ナル牧縮 テ示 シ、充分 ナ

ル血液分布 テ有 スルモ ノ、50例 中19例(完 全牧

縮型)。

b.種 々 ノ程度 ノ慶血及 ビ俘腫 テ有 シ、肺胞

ノ牧縮不完全 ナル モ ノ、50例 中17例(欝 血浮腫

型)。

c.最 初 ヨリ肺胞 内二浮腫強 ク、肺胞牧縮 セ

ズ、 且永 ク吸牧傾向 ナ キモ ノ50例 中11例(浮

腫 型)。

即 チ、a)ハ 「アテ レクター ぜ」肺 ノ基本型、b)c)

ノ・ソ ノ異型 ニ シテ、廣義 ノ「アテ レクター ぜ」性

攣 化 ト解 セラル。

(5)圭 氣 管枝結紮側肺 二於 クル氣管枝 ノ・、著 明

ナル攣化 テ蒙 リ、高度 ノ牧縮 テ示 スガ、 ソノ約

牛撒21例(42%)二 於 テ、末梢氣管枝 内 二種 々ナ

ル程度 ノ、濃厚粘稠 乳白色 ノ瀦溜物 質 テ認 メタ。

(6)結 紮 後梢 ≧長期(1ケ 月)二 亙 リ観察 セルモ

ノ ・3例 二於 テ、手術側全肺 二高度 ノ嚢歌氣管

枝籏張 テ磯 生 シ、 強 ク上記瀦溜物 質 ラ充 セルモ

ノテ見 タ。

(7)氣 管 枝 内瀦溜 ノ登現ノ・、完全牧縮型 二最 モ

勘 ク(4例 、21.1%)、 鰺 血浮腫型之 二 次 ギ(6

例 、31.1%)、 俘 腫型 二最 モ多 イ(8例 、72.7%)。

(8)肋 膜 二鰯 レル コ トナ ク、且無菌 的 二登 生 セ

シメ タ閉鎖 性 「アテ レクター ゼ」肺 ニノ・、 比較 的

長期(1ケ 月)二 及 ブモ、何等、肺 實質 内二結 締
　

織囎 殖瑠 賦 又肋膜 ノ月号厚燈 明 シナイ・

(9)一 側 肺 ガ、急 性廣汎性「アテ レクター ゼ」二

陥 ルヤ、 反封側肺 ノ・、 直 チニ旺盛 ナル代 償作用

テ顯 シ、 ソノ容積 ノ、著 シク膨 大 トナル。殊 二、

左側 主氣管枝結紮 時 二於 ケル縦 隔寳葉 ノ肥大ノ・
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最 モ顯 著 デ アル。

(10)組 織 學的 二、非結紮側 肺 ハ、手術肺 ノ「アテ

レクター ぜ」登生 直後 ヨリ、肺 胞 ノ限局性急性膨

脹 テ、3-4日 ニ ノ・、全 肺肺胞 ノ櫨張 ト、同時 二

肺胞中隔 ノ梢 亙著明 ナル肥大 テ認 メル。第5日

以後、梢 ≧長期 二亙 レバ、肺胞 ノ櫨 張 ノ・高度 ト

ナ リ、中隔菲薄、屡 ≧ソノ断裂 ラ示 シ、定型的

ノ肺氣腫 ノ像 テ呈 ス。

稿 ラ終ルニ臨 ミ、御校閲テ辱 ウセル恩師大阪帝

國大學署學部病理學教室片瀬教授及 ビ不断 ノ御

鞭燵拉 二御校閲ラ賜ハ リタル院長太縄博士拉二

前所長有馬博士二封 シ、謹 ンデ萬膣 ノ謝意 テ捧

ゲ、本問題 ノ研究 テ命 ぜラレ終始懇篤ナル御指

導 卜御助力 テ戴 キタル、醤長渡邊三郎博士蚊二

大阪帝國大學署學部小澤外科教室武田義 章博士

二衷心 ヨリ感謝 ノ意ラ表 ス。
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